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On a Case Illustrative of Multiple Neurofibromatosis 
(ReckLINGHAUSEN’S Disease). 
By 


Dr. Harada-Yosimi. 
Pathological Institute of Tiba (Chiba) Medical University 
(Director: Professor Dr. M. Isibasi.) 


Plates VIII-IX. 


I will describe here briefly the results of a study of the case : — 
1. The following case isa very rare one. A man, aged 66 has 
such a large number of neurofibroma of the skin, that they amo- 
unt to more than two thousand varying in size, and his internal 
organs (stomach, intestine and hypophysis) have a number of pri 


mary tumours, 
2. These tumours of the skin are classified histologically in 


three types; fibroma type, hyalinous type and sarcoma type, and 


show a characteristic whirlbuilding of cells, and sheath cells arranged . 


concentrically. 
3. There is a tumour nodule in the left lung, which is histo- 


logically a metastasis of a neurofibroma (sarcoma type) of the skin. 
4. Tumours found in the subserosa of the intestine and 
stomach are also primary neurofibroma in the microscopical study 
and one side of the rectum is swollen like a tumour, that is to 
say a giant growth. 
5. The hypophysis is enlarged to about the size of pigeo n- 
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egg, and is recognized histologically as ‘‘ Ganglioneuroma.” 

6. This instance is one of multiple neurofibromata in many 
organs and is considered genetically to have taken root in the 
nervous system, probably with the help of tuberculosis and other 


inflamations. 
HR 5 ER 
2 OE 所 見 に 就 い て 
3, 解剖 的 所 見 b, 
4, c。 化 統 の 腫瘍 に 就 い て 
1, EM DIE d, OMB 
2, 肺 識 の e, Neurofibrom ARE 
4, OME 7. x Om 
5, Py D s 附 Bil 


所 調 RECKLINGHAUSEN 病 ミ は 多 姜 性 の Neurofibromatosis で ある . 
RICH し て 諸 學 者 の 研究 ある も 1882 年 に v. RECKLINGHAUSEN 初め 
て 精細 な る 検索 を こ の 腫瘍 は Endo-, Epi 及び Perineurium 
の 如き 結 締 織 性 の 細胞 が 新生 ミ け て Ze TD BO 
Z7e Neurofibrom ミ 名 づけ た の で ある , その 後 ANTONI, TRIPPIER, 
GAUTIER, DURANTE, HERXHEIMER & ROTH 等 の 人 々 が 精細 に 研究 し 
te. その 結果 SCHWANN 細胞 及び 無 経 の 如き 経 性 物質 に 依 て 生 
する ミ べら れ た (HERXHEIMER) X VEROCAY MES ED 
も つて ゐる 故 そ の 意 を し て Neurinom 

この 腫瘍 は 皮膚 に 多 長 性 に 生ずる の みな ら す 消化 器官 , 副腎 の 如き 交感 初 
も 見 られ て ゐる ぁ . 

丈 に 消化 器 系 統 に 就 い て は L. Pick, OBERNDORFER, SCHULTZ, SCHMI- 
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報告 し て ゐる ぁ . 

は 何れ も Neurofibrom で あつ て , SCHWANN 
胞 に よる 腫瘍 で ある, し て な は 腸管 
の Blastomatosis が 加 は つた も の で ある . 

余 は 此 慮 に 皮膚 に 於 ける 高度 な る Neurofibrom 形成 の 他 に その 一 部 に 於 
て 性 化 を な し 加 ふ る に 肺 に 肉腫 様 認め 他方 内 臓 に いて は 
統一 般 に 結 の 形成 わり , 直腸 に 於 いて は 異常 な る 肥厚 を な せる 
解 例 を 述べ る . 


病歴 概要 


K. K. 66 

34,5 の ころ 業 に 従事 し 選 る が 何等 原因 な くし て に 皮下 に 
院 に 於 いて 診療 受け た , MRA BE IR DAME 1929 
ER 87°—37.5°C 2 33%, 8 月 に は 38.9°C 4 
MOOG LIT, 6 N 7 ) 39°C DBD BAT 1930 
(LA LL 雑音 が 認 ゅ られ た 8 月 の 初め 死亡 。 


W. R. (—) Pirquet R. (44) 

赤血球 5372000 

白血球 10.000 
中 性 嗜好 性 732% 19.8% 
ェ オ ジン 嗜好 性 0.62% モメ チー テン ZEN 
PE 0.32 移 行 3.322 


家族 , BW, 結婚 し た る こと ょ なし, 


解剖 所 見 


1. 腫瘍 に る 所 見 
a その 表 面 一 面 に 大 大 か ら 大 , 
大 の 割合 に か き 場 を 著 2000 IEF, この 腫瘍 は 皮下 に 
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存 し あぁ ゃ も の は 軟 か 波動 感 わぁ も の あり , (SKN ES A 
混 つ て 存する も 大 部 分 は 豆粒 大 の も の で ある , 胸骨 の 下端 及び 肪 骨 弓 の 部 に 
於 いて は や 大 き な る が 生じ て ゐる . な 肛門 の 部 に は や KS 
腫瘍 が 認め ら ゃ , BPRS 頭 大 の 腫瘍 が 肛門 の 部 に 垂れ 下 0 RE 米 袋 様 の 

ADIL BT. この 腫瘍 は 鼻 ミ 同じ 高 さ に 突起 し て 見 える , 全身 の うぅ ち 
腫瘍 の な い 部 分 は 下肢 の 部 分 の み で あぁ. 等 腫瘍 の 断面 は 意 色 を 時 する も 

b. 

Ze AM FA FEAR (SIR ED EHRT MER て ゐる 肺 門 に 
KO? > RAL の や > GED 色調 の ある 腫瘍 が 認め ら 
この 腫瘍 は 下方 に いて は 結 締 織 の 條 ミ 界 HS RER AS 
介在 する に 臨み その 部 は 壌 死 な せる 物質 に て る , 

c. Hit RB 

1: CHIMED A 多少 高 ま つ て , 
内 面 に つく , CHEMO ATT KON 
HDD, O, 幽門 輪 の 上 部 1 
em の 部 分 に は 大 豆 大 の 腫瘍 か が あつ て その 断面 は 0.5cm OMS VAT aw 
結 の 部 あり. COPIED ERDE AD AO KA 
5 — 6 (HOKE HID 

上 二 指 腸 に て は 大 十二指腸 の 上 部 Lem OMEN KAKO 
り ( は 検 鏡 的 に は の 組織 で ある が か が) , Sem 
sem CUS Z 12 見 ら る, BANHIN 


: 
2 a 
= 
s) 
3 
| 
| 
‘ 
| 
4 
i 
J 
= 
ry 


227 


て は 大 豆 大 の も の 14 個 あ り 紫 膜 の 表面 に 突出 し て ゐ て 堅い , 宣 腸 に は 内 面 
に 高度 の 結核 性 が 認め ら ら る, 7 個 の 腫瘍 あり , 
直腸 は 肛門 の 上 部 1lem に 於 いて きた な き 潰 場 を 形成 す 之 は unterminiert 
CHD. 潰瘍 の 界 ひ の 上 部 は lem DOG, 
か ゝ る 部 位 は 約 10cm UL この 肥厚 張 せ 
ぁ る 部 分 は 一 般 に その 内面 消 か に し て 綾 毛 を 著 け て 居 な い が 厚 き 慮 は 1.5em 
に し て 放 白 色 を 時 し 乳白 色 の 色調 ゃ 上 幣 ぶ その 肥厚 部 の 下端 に て は EA 
な つて 潰瘍 や な せる 如く 見 の め の ぁ ミ こ ろ あ り , ED, 
成す . この 腫瘍 は 愉 も 潰瘍 の 部 に 成長 し た る も の > 如く や > ぇ 硬く 黒 づ ん だ 色 
ET, 肥厚 部 の 下端 より .10cm 下部 に て は 断崖 然 ミ 陥 な す . 
該 肥厚 部 の 最 下 部 は 1—2em に し て 廣 汎 な る 腫瘍 を 形成 す , 直腸 の 雨 側 を 走 
2 SICHERE し て し . 
d. 1.0x0.6x1.5 
ZOKSS 正常 の も の ゝ 約 2 一 3 に し て 上 部 に 於 て WREAK O RAB 
2. 
1, ASO 2 2000 個 ) 顔面 RRB, 
胸部 , Bir. 
2. OIE MR. 
於 ける 腫 場 
ce. 直腸 に 於 ける Neurofibrom に よる 巨大 症 . 
3 下 腫瘍 様 肥大 . 
左 肺 肺 門 の 近 か く に 於 ける の 肉腫 様 腫 場 形成 . 
3. — 
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び の み 存 す 死 背中 に の み 見 る 。 一 般 に は 縮 的 に し て 背中 に て 
は に な つて ろ . 

腹 腕 の 所 見 

腹腔 開く に S は 特に 長く な つて その 下部 は 肥厚 し て ゐる , OMG 
は で わる く れ 上 つて 大 腸 の 部 は 強い 部 腹膜 は 光 澤 な く 大 は し 
く 縮小 し て 脂肪 組織 は 少な い , 癒 閉 及び 病 的 の 液 艇 は 容れ て 居 な い , aE BRIT 
豆 大 の も の ある が さそ の 断面 は 鱗 化 な し. 置 の 幽門 輪 に 近 き 部 分 に そら まめ 大 の 百 き 生 
の や は ら か 腫瘍 が 1 LS 小腸 の 此 に は 
米粒 か ら そ ら 豆 大 の 青み わあ る 黒 が か つた 人 色調 の わる 腫瘍 が まばら に 着い て ゐる , Kill 

胸腔 の 所 見 

は と も 繊維 性 の わる が 殊 に 左側 に て は 全局 に みる, ALO WERE 
50cc あり , 心 は 内 面 か に し て 黄色 味 る 色 が か つ 
Ted" 50cc あり 中 に 繊維 素 が 漂 つ て ゐる . 

い OT: Ceo BPA S Lem, 

の 断 面 肺 部 に 於 いて 殆 ん ど く 大 の 形成 し て ゐる 肉 面 ら か に 
し て 血管 が 残存 し て ゐる ろ る, 無 管 枝 は 肺 門 に 近 か く 堺 死 物質 た 容れ それ に 近接 し て 槻 桃 
WADK NBD? > 球形 の 腫瘍 わ ちあ り 下 に も 大 大 , CRB BOR 
酷 せる 物質 着く, 叉 ちる も の は 空洞 の 周 園 が ゲラ チン 様 の 物質 に て 園 ま れ て 
肺炎 な させ る も の あり 枝 の 充血 強く 粘液 で は れ 肺 門 部 

Ai 


: 
i 1 
| 
| 


重 さ 600g 表面 に は 結 締 織 性 の が か つけ て ゐる Firms, 
DREAD) OB CMF HT, 無 の 周 園 に は 増殖 的 
結核 の を 認 む 胡桃 大 の 結核 結 す も の 多 し 無 管 枝 及 肺 門 部 腺 の 左側 
に 同 て . 

肝臓 21:17:5.5, 910g 

色 は ん だ その さ は で 走る わる 表面 は 滑 か で 其 面 は 
れ て ゐる , 

12.5:8.5.5, 160g 

その 色 は 赤褐色 で すこ し く ロ ー ズ 人 色 の 色調 が ある その 断面 は 刀 背 で か き と ょ と れ な い , 

右側 10:6.5:2.5, 100g 

Fv AD KO RAGE fE LT 

左側 AER 4), 

副腎 

TER DR, 

ae 

肪 性 が 認め らち る 。 な ほ 脂 肪 化 を な し た る 場所 わり, は 左 も 

わる 結 締 織 多き 認 む . 
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脳 13208 

LIL OMI — MIL BAD ED HRM 
BPEL, Re し て レン ズ 核 に の 色素 沈着 が 
SNS, 側室 の 内 側 は 血性 で わる 。 

MD RO BRAM SNS, 

1. 側 肺 の 潰瘍 性 増生 性 結核 及 乾 肺炎 

3. 小腸 , 大 腸 に 於 ける 結核 性 潰瘍 形成 

5. 

7. 

1. 

TO 断面 は 同質 性 に し て AT 
うち に て 悪性 化 を な し た る も の あり RAAT AAS 
みる この 腫瘍 ミ 異 な ぁ , 叉 ある 腫瘍 に 於 て は その 中 央 に 位 し て 大 豆 大 の 硬く 
上 且 礼 色 が か つた 慮 あり て そこ に は 血管 多く あつ まり 肉腫 様 の 像 を 呈す , 以上 

1, 

2. 

3, 

A. へ マト キシ リン 、 エ オジ イン 格 染 法 に よる 所 見 
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SKK CRRA I EOI S 腫 場 の 界 は 全く 境 な く 移行 し て 細胞 少な 
く 一 部 は 浮腫 を な し て ゐる , 一 般 に 血管 は や ぇ ゝ 多く その 大 な る 血管 に あり て 
FET > DD, BHES 0 し て 配列 は 不 
規則 で ある . 

CA 細胞 の 原形 質 は TO LT 
核 の 構造 は ご く 微細 な る TIED 
TH A, & DE TORTE ¢ 
HEMER ERI AD TD 鑑別 が 困難 
CHA, 腫瘍 細胞 に は な は 肥大 細胞 , EERE PRBS な ほそ の 間 
に 生 園 , 曲 形 等 種 の も の 見 ら る , ES BEAT, 
の 核 多 し , 表層 より も 皮下 組織 の 方 で は 核 割 合 に 多く その クロ マチ ン も 多 
し , MKS < 75 肝 腺 は その 上 細 胞 形 規則 
に し て 中 に 桃 色 に 物質 を 容 る, PEO 
UTE OPURBIS MABE UCHR RIC LAD EDAD, 
3 一 5 求 心 性 に 配列 し URL KO TIS 
FRO 4, 5 TA LO SIMMS 魚群 の 列 の 
An Paradestellung 示す. 

2 硝子 様 型 

は に 見 ら る > 腫瘍 で お ある. 断面 同 
質 性 で 細胞 は 割合 に 少し , 間 質 を 形成 す ぁ 細胞 の 核 は 主 に 園 形 , PERU 
7, 核 の 構造 は 微細 網 模様 を な し 叉 あぁ も の に 
TEAIKTAN RO ED LI Fr HS OSA 
る ぁ す ちか ら な る ぁ , NE eb, 皮下 組織 の 部 に て は 血管 
REZ, 紡 形 の 核 あ り その 構造 は 前 の も の ミ 同 な り , 
細胞 は 不 規 則 な る る 配列 を な す も , 有 組織 の 周 及 
組織 の 支 杜 に も 紡 鍵 形 の 核 が 多く 入り 込ん で る ぁ る ぁ , その 他 の 部 分 は 一 般 に 核 
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すく な くさく 硝子 様 に 退行 角 性 を な すこ の 診 子 様 の 部 に は 洲 巴 球 , プラ スマ 細胞 
が 多く 見 ら る , BSC, ち て 割合 に 
WS SAO, 其 の 構造 が 車輪 の 細胞 あり . UC 
多く 形成 す ぁ を 見 る , MELTOBRE LOTS ARAL, 叉 硝子 様 の 部 を 

TER BTS L, 一 部 は 
同質 性 に し て 硝子 の を な す UT BR 5 TE 
し て 認 む , 一 般 に 血管 周 に て 細 胞 の 大 細胞 多 し この 肥 
大 細胞 の あぁ も の に 於 て は 原形 質 中 に 微細 な る 水泡 敷 個 存 せ ぁ も の あり . 血 
管 の 多き 層 て は 形 , 形 の 腫瘍 細胞 が 血管 周 性 の を し こ 
の 部 に 於 て 形成 あな す も の あり , CH fal 
クロ マチ AED > ur Fr 23 細胞 又は 長 
BLOGS, COMICS BIELSCHOWSKY 法 に て は 周 園 より は や ぇ つよ ょ よく 
DER SA SR 

3 悪性 型 

a. 腫瘍 の 大 さ 小 な ぁ も の , 形 大 豆 大 な ぁ も の, PHRBOKA SbBOM 
胞 が 極 く 筒 蜜 に 存 し クロ マチ ン 多 し 選 等 腫瘍 組織 の 中 に は 血管 多 し , TREK 
に て みる に クロ マチ ン 多 き 形 の 細胞 に 原形 質 は 淡紅 色 に , 
この 腫瘍 の 一 部 に は 暮 通 の 良性 の 細胞 少な き 腫 瘍 組織 あり . 細胞 核 少な く 硝 
子 様 に し て 制 然 雨 者 を 功 別 し う 2. 

b. 大 型 に 属す る 腫瘍 

小型 の 大 の 腫瘍 に し て や WEL, 
CHET AD ROMS 7 ORS 外側 は 一 般 に 淡紅 
色 を 早 し 核 少 な く 一 般 腫瘍 の 如 し 中 央 部 に あつ て は 核 其 だ 多く その ED FH 
味 が クロ マチ ン の 多き 大 型 則 な る 細胞 が 存 し , 叉 血管 も 多 
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TARA, この 腫瘍 の 外皮 す 部 は 
メラ ニン 色素 多く その 血管 に は 形 細胞 血管 周 園 が 

EIS ES UT ED CH OD F YO) BIE 
の も の 魚 形 の も の 「 お た まじ や くし 」 形 の も の も ある, ZIEHE, 亜 鈴 形 の 
も の も ある , な は 中 央 部 分 に 近 き 部 に て は 織 維 芽 細 胞 の 2 億 大 の 幅 あ る 細胞 
OTF LGB, 同 な ぁ る 性 に て 
形 の も の も 見 ら る , 一 般 に この 部 の 核 は 形 は 不 規 則 な る も 魚 列 其 で ある 又 洒 
この に 於 て 認 む . 

細胞 の 核 大 小 不 下 等 に し て タロ ョ マチ > ン 其 だ 多 し , 叉 割合 に 大 き な 血 管 が 集 
つて 存 す な ほ 該 細胞 の 原形 質 は ェ オ ォ ジン で 薄 赤 くそ まる . 

HEL HIB も あつ て クロ マチ ン 甚 だ 多 LBD 示 
す , この 外 に 互 大 に し て 丸 き も の , HAEDEN, 馬 跡 形 の も の , ドー ナッ 
ッ 形 の も の , 曲 玉 形 の も の 叉 小さ くし て 洲 巴 球 あ ぁ ひ は 骨盤 細胞 等 の 如き も 
の あり のり , Kamen Mitose の 像 を 早 す る ぁ も の あり , 多く の 2 極 の 核 分 符 の 外 
に 多 優 人 性 の 核分裂 の 像 多 し , 一 般 に 核 の クロ マチ ン 含 量 は 多く 核 の 配列 は 大 
部 分 古 行 に 走る が 毛細 血管 は その 間 に 介 企 し て 血 細胞 を 多量 充 し て ゐる る. Hill 
胞 核 の 極 く 礎 規 則 な る 部 分 で は LANGHAN 型 の 巨大 細胞 の 如き 細胞 みみ られ 
2, 核 構造 は 何れ も 微細 網 欺 様 で クロ マチ ン 多 し . 

B. v. GIESON 

1, 

に 不 規 則 に 走る . 


a 

E 
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の 核 は 赤血球 大 は その HALL “stk じゃ く LI 
Jets LRM る 毛細 血管 中 に は 黄 の 赤血球 を 容 る 

2. ATEM 

大 部 分 紅色 に 染まる ぁ が 精細 に みる ミ 表面 表皮 は EB AL し て 皮下 組織 の 
MRIS ISA TED AT BILD, 腫瘍 は 大 部 分 は 紅色 が か つた 赤色 に し て 血 
管 も 多 い 群 は 細胞 結節 に し て ば ん で 染まり 赤色 に 結 
SOMES, あぁ ひ は MKC Bor LT EN SH: 
る ぁ ひ は 叉 集合 し て 存 す 殊 に 血管 の 周 園 に て は 著 明 に 認め ら る ろ る . 

を な し て 細胞 間 を 縫 ふ て ゐる . OMA, 園 形 , 
BHD A. UTROV 7S ED AM THE 
SEE 
就 い て 見 る に . 

1. BISA TEGO 繊維 より な る 結節 に し て 中 央 部 に 紡 鍵 形 の 核 の 存 す 
AL. 

3. SO RERIO 特に その 一 部 分 は 濃 
紅 . き 結 締 織 ミ SS TOD. この も の > Hb 
し 之 の (3 ) & OP BAS FARK 7S 75 0 
する の で ある . 第 1 BOHOL. 
彫 形 の 細胞 多く 集まる ぁ も の あり のり. 中心 部 の 細胞 核 の すく な き 部 は ヘマ トキ シ 
¢ HATZ MOMS AZ, 編 


: 
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FARLIKO 5 Scheidenzellen 多く 存 し な 
は 肥大 細胞 及び 腸 の 十 経 細胞 に みる 如き Mantelzellen 等 もみ ら ぁ る , この 
Mantelzellen L HO, 核 小 認め られ る 上 
様 の 細胞 ある . ABO A CD EMIS RAE 
みた の で ある . 2 形 の 腫瘍 細胞 
の 密 に 見 ら る ゃ ゝ も の も ある . 

一 般 に 血管 の 周 還 に 於 て は 結 委 形成 が 著 明 で ある . 

3. 悪性 型 

き 大 の 腫瘍 に 就 い て みる に 外側 , MOMBASA そこ 
に 赤き 細 き 繊維 が 網 の 目 な し て 走る . 

この 部 の 場 細胞 前 も の ミ 性 同じ 然 れ さも 中 央 部 は 和 然 ミ 界 さ 
ALBUS AT. AME A, COMAMES TOBA UT 
血 細胞 を 填 す これ ら 血 管 に し て 血栓 成形 あり MHRA T HESS» ED 
HO, PILI THR AED IES D> OD, 猫 素 血 球 の 
混合 せ の を 容 る , MEDLSHEL TE TOM 
まる 細胞 多く , その 核 は 礼 色 な り そ の 外 に うぅ す 赤 き 又 は 英 が か つた る 赤色 に 
染まる も の , MBC MUS Mere L THIS 
形 , 「 お た まじ や くし 」 形 , CH 
る 小型 腫瘍 細胞 も 混在 す LHD RS 0 HK 
は 濃い MAA O 原形 質 は 黄ばみ た る 赤色 に そま る 
FARES 2, 細胞 の 配列 は , 魚 列 で ある , MUTINENDK 
は 列 ぶ 不定 型 の 核分裂 及 巨大 細胞 あり . 大 細胞 の 原形 質 は 黄色 味 
HDA O 1—3 [AN MIS AAI 

1. 繊維 腫 型 

は 一 般 に 前 法 に て は 青色 に MEINER MEK 
HS, RS > BES HED, 大 て 見 結 締 織 は 濃 き 青色 
ゝ それ より も 染色 さぁ る 、 核 は 何れ も 赤色 し て 


= 
2 
a 

\ 
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2 硝子 様 型 

第 1 型 ミ 略 同様 で ある が 結節 形成 な す 
織 維 に 園 ま れ 結 節 は 全 骨 ミ し て うぅ すさ す 青き 島 を な し て 認 む 。 こ の 島 に は 微細 な 
る 青き 繊維 が あつ て 小 敷 の 赤く 染まる 核 を 見 る , 血管 多く し て 細胞 核 の 多き 
部 は 青色 に 染まる あり. 

PUSHHET A, ある ぁ も の は 中 心 部 に 於 て 弾性 織 維 を 少量 蔵 す . 

3. 悪性 型 

中 央 部 は 血管 多く 

弾性 は 中 央 部 血管 多き 部 分 に その 周 に 及び その 認 む 
DOA ; 

D. BIELSCHOWSKY 

. は 血管 の 近く に ある LEITEN MMT HS 繊維 が その 内 部 に 
認 む に 栓 の も の に て は が 波 O TEA 紡 の 細 
胞 核 が 存する ぁみ る ある も の に て は 細胞 の 存する を 認 む . 

2. 血管 の 附近 及 細 胞 多 き 部 に 認 む る 結節 は HOT 周 園 腫 場 組 織 よ り も 
鮮明 に し て 銀 に し て の 親和 性 すく な し て 血管 の 格子 は 著 明 に 
認め ら る. 

E. 脂肪 染色 に よる 所 見 

Sudan II を 有川 ひ た る も 第 1 型 に 於 て は 皮下 膳 肪 組織 あみ る の み 第 2 型 に 
て は を な し て 脂肪 多量 に 存 す に 皮下 組織 より 下方 lem THE 
ih し て 大 形 な ぁ RMS LTAG A, 
に 少量 づ > 計 結 衛 形 成 の 多き 部 分 に 認め ら る , 然 れ さも 結節 自身 は 脂肪 さ は 
何等 の 開 係 な きも の > ゝ 如 し . 

2. 肺 於 ける 腫瘍 の 所 見 


. 
3 
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2, 細胞 其 だ 多 し . 

「 お た まじ や くし 」 , 魚 
形 , 松 賞 形 の 核 を 有 し クロ マチ ン を 多く 有 て ゐる と 選 等 の 細胞 核 は 大 小 不 同 に 
し て 何れ も 赤 血 2 一 3 以 上 の 大 き さ に UTA 
の 如き 形 の も の に し て 大 な る ぁ も の 叉 腎臓 形 *「 ド ー ナ ッ ツ 」 形 に し て 大 な る ぁ 核 
HA. 

O AMD O その 間 に 種 々 な ぁ Bike 
CHS OHO, 小 な ぁ る 血管 は その 間 に 介 
在 し , Mitose は 多 極 型 の も の あり 0. 

も の あり — 2 個 あ つて LT 
多少 エ ォ ジン を ミ る 傾向 あり . 

この 結 秘 の 周 園 は 繊維 性 の 組織 が 厚く な つて る ゐる て この 和 肺 組織 は 増殖 性 結 
核 を 示す , JOM HARK (SIE S 
の に な つて み ゐる, COMM IS ESE 
TABLE CA 2. 

肺 一 般 の 所 見 ミ UCSB ME BHMMESS RO 
Sn. L, 豆粒 大 の 
炎 和 散在 性 に 存 SHEATHS, CTA 
合 に 細胞 多く し て そこ に は 肺 胞 上 皮 細 胞 , 白血球 , 洲 巴 球 , プラ スマ 細胞 及 


R=, 
. 
Br: 
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び 赤 血球 が ある, TAS LDL AC, 
2 乾 性 肺炎 ミ 増 性 結核 ミ の 混合 
型 な す . 

Bred. 

3. 

1 

0.4—0.6em の 厚 さ ある 山門 輪 に 於 ける 肥厚 部 を 見 る に その 粘膜 に て は 細 
胞 を 増 し て 居る ぁ 球 及 び 芽 細 胞 が 多い , 粘膜 筋 層 に は 結核 結 
腺 上 皮 は 細胞 の 増生 ん に し て マチ ン 多 き 
維 芽 細胞 様 の 細胞 の 多き 慮 あめ 腺 の 構造 は 不 規 則 の も の 多 し 壁 細胞 は FRA 
られ な い , 筋 層 よく 達し て 居る . HAS Plexus myen- 
tericus 「 お た まじ や くし 」, Mi 
形 :. コン マ 形 その 他 の 形 の 細胞 集 り 殊 に 「 お た まな ちや くし U」 形 , コン マ 形 , MA 
形 の 細胞 は クロ マチ ン を 多く 有 し KO 模様 は 制 然し な い 且つ へ マ ャ トキ シリ 
TYRAC 5, 紡 形 の 細胞 核 は 微細 な 
その 原形 質 は ェ オ ジン に 紅 くそ まる , D> SHIM 
が 不 規 則 に 内 外 筋 層 の 間 腕 に 入 つ て る ゐる, 叉 筋 層間 に ある 血管 の 周 園 に は 該 
細胞 が 多く 認め ら る Plexus myentericus L 
て 細 胞 錠 取 , 場所 に つ て は 等 の 細胞 は 筋 の 間 に 入り 
ん で 居 ち . YAMS Scheidenzelle に し て この 増 殆 の さか ん な る 部 分 に て は 
筋 織 維 その も の が 是 等 の 細胞 に 置換 へ られ て この 部 は 周 園 の 筋 層 より も 鮮 
myentericus % = Scheidenzellen の 多量 か ら 
な る , HD Cle Scheidenzellen より な め 可 な め き な 


4 
3 
| 
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ぁ る 結 飾 を 形成 す 家 経 業 は 普通 に みる も の > 敷 十 倍 の 大 さき に な つて ゐる , V. 
TED LED, KES BD 6 
に 見 える . 

2, 小腸 

a). 小腸 の 初め よめ 約 20cm 下部 に ある 腫瘍 

大 きる 0.6x0.9 em の 腫瘍 

1 BEE BIE IS BOTS 7. (2 | 
大 豆 大 の 腫瘍 なす . EI HAR 
を な し て ゐる ぁ , この 腫瘍 は 一 列 に 導 ぶ 被 蓋 細胞 ミ 敷 列 の 結 締 織 で 包ま る ぁ , ME 
Cp DBAS 細胞 多 くし て 青み が 
RT 叉 小 な ぁ る 血管 多 し この 腫 
は Scheidenzellen よめ り なる, 細胞 の 多い 部 分 は 核 は 略 に び Parade- 
stellung 3 7 CHS HO 
核 は 不 規 則 に 配列 す 愉 も 結 締 織 を 見 る ご ミ し . 

V. GIESON 法 に よる ミ 核 の 少な き 部 分 は 赤く そま る, 核 多 き 部 分 に て は 紡 
BENZ, THD. その 一 部 は 
HO ぅ すき 膜 の 如 し . 

b) 大 さる 0.9x0.5em の 場 

腸 の 表面 は 素 ミ を な せる 上 細 胞 ミ つく , 粘膜 下層 に は 腫 が 
HD, AMO Ca Dd LT Scheiden- 
zellen 非常 に 多く あめ, 外側 の 筋 層 の 一 部 は 外 方 に 膨 隆 し て 結節 を な す , fT 
Scheidenzellen は 血管 の 周 園 に 相 集 つて 腫瘍 形成 ぉ な す , a. の 腫瘍 より も 
細胞 は 少な い が 和 毛細 血管 は 多く な は 庶 汎 性 の 出血 なす 像 あめ . 

c) 大 き 米 粒 大 の 腫瘍 | 


| 
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A OS K S 細胞 は 増生 す et 
(SERS 細胞 浸潤 を 認 む , 粘膜 下層 に 於 て は 結核 結節 を 見 る 。 この 部 の 
粘膜 は 正常 の 約 2 億 の 厚 さ を 早 し 此 の 部 に 於 ける 筋 層 よ 0 め 外側 に あ た つ て 
は 米粒 大 の 腫瘍 や な す , 筋 織 維 は 束 様 に 別れ その 間 腕 を 接 け て 内 に 多量 の 
Scheidenzellen を 容 , MUTT TH 
く 鮮明 に 見 られ る , Scheidenzellen が 入 座 る め 筋 織 維 その 
Plexus myentericus, Plexus submucosus (MEISSNER) & Ye O 
締 織 に 連絡 す . 

も 走る , & HELA THD DS MUM EBS 
て 腫瘍 様 に 退行 せる も の あり , D> SBMS DIES DAL 

結 締 織 性 を な し て 色 に HO 
筋 層 の 間 つた ふ て 膜 下層 に 連なる , Tk, 肥厚 
7e 

d) 09.3cm この 粘膜 下層 に は 
そこ の 血管 も 肥厚 し て ゐる U 3 
形 , 魚 形 の Scheidenzellen FAT この Scheidenzellen 
も 原形 質 は ェ オ ジン に 竣 々 る こ ミ すく な し . 

v. GIESON Plexus myentericus DO TR 
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の 被膜 も 結 締 織 性 に 赤色 に 染まる , Plexus myentericus の 家 終 細胞 は 赤 
色 の 繊維 に 支 へ られ て ゐる ぁ る 様 に 見 える . 

e) VATER 季 頭 の 部 分 に ある 腫瘍 0.3cem の 肥厚 部 で ある 腺 上 皮 の 一 部 
分 は 壊死 に 粘膜 下層 に ある 血管 肥厚 し て その 間隙 に は 血液 が 
し て ゐる な は 附近 に Scheidenzellen も 多く 認め ら る , KERKRIG §hSER 
CTH Scheidenzellen DYtALTHA. 筋 層間 に 存在 する 
Plexus myentericus の 細胞 Mantelzellen 及び Scheidenzellen 
き 増 生 な し て 結節 様 に な に Plexus myentericus 
は 他 ミ 異な り ェ ォ ジン に し て や そま 明 か に 認め ら , 
て Mantelzellen, Scheidenzellen が 其 の 鮮明 に 見 える 部 を 中 心 ミ し て 廣 汎 
性 に 増 し て ゐる , 外側 部 の 層 も 筋 層 は な し 細く 分 し て 
Scheidenzellen その 中 に 入り こむ . 

fi O.38 x0.5 em 

EDEN D> > OTH 2 に は HE D 
L, RHA Scheidenzellen 5LG Ar 
Plexus myentericus に て は 甚だ 多く の 色素 も て る 前 終 細 胞 認 め ら れ 小 さ 
< HEIAIHZ0) Mantelzellen = Scheidenzellen ミ の 混合 が 集合 せる 部 あり 
Mantelzellen = Scheidenzellen の 分 見 る に Mantelzellen 
LUC 2 FY BAK Scheidenzellen の も の よい 僅少 に 
し て 上 細 胞 形態 し 微細 な O 粗大 な ぁ 一 2 の 
ix Scheidenzellen (47 m» Fr SBI L 
認め , RAEN 魚 形 の 核 あ る Scheidenzellen 
に て 置換 さる, REO AMAL OL 相 交 錯 し て を 形成 
す , この 腫瘍 を 見 る に 味 つ ょ 見 え 小 形 「 お た ま やく LI, 
OKA H Scheidenzellen に し て その 原形 質 は 淡紅 くそ まる も の あり , 腸管 
O) MERRI= HE < Mantelzellen の すこ し く 集 つて ゐる の を 認 む . 
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概括 的 に 小腸 の 所 見 を 述 ぶ れ ば , 

1. SLO — 他 は 結核 に も の 
に し て その 者 の 係 は 然 し な い , ED 
0. 

一 般 に うす 赤く 染まる も の は Scheidengellen の 多き 慮 な り , PEE 
管 の 周 園 に 然 り ミ す . 

き て 種々 の 形 ち な せる Scheidenzellen 544, D 
Mantelzellen の 敷 も 多 し . 

外層 筋 は 筋 束 の 列 の 破損 せる も の 双 の を て Scheidenzellen, 
Mantelzellen A OH v. 

Mantelzellen を 多量 に 認 む , Scheidenzellen HRTEM 

WEAR Pi HAUT & Mantelzellen 及 Scheidenzellen が 慮 々 に 集 園 を な 
RR. 

KE 

HZ, IBZ) Scheidenzellen が 増殖 し て ゐる . 外側 の 筋 層 の 間隙 に 於 いて は 
Scheidenzellen の 集 園 みな せる 部 あめ に は マ 「 お た まじ や くし 」 
形 の 核 あ る Scheidenzellen CI Het 
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この 部 の 腸 壁 は 肥厚 せる が 粘膜 下層 に は 多量 の 大 喰 細胞 が 肖 湯 し て 居る , 
大 喰 細胞 は 丸 き 小さ な 核 を 有 LER HS, 粘膜 下 
ZMÜTKMSENTAR. THA, な ほこ 
ES MMS 多 し 筋肉 は SD 核 の 
LER FROME v. GIESON 染色 に よる に 
この 粘膜 下層 の 血管 は 著 明 に 肥厚 せる を 認 む . TABI TRY AMT LRH 
織 欄 に な つて みる. 内 膜 ミ こ の 物質 は 連絡 し 内 膜 その も の は 淡 赤 く 染 まる が 
その 核 な ほ は 認め ら れ 血 管 腕 も すこ し く あ いり, 此 膜 下層 の 血管 も 同様 の 所 見 で 
HH. Plexus myentericus THO (LAA, 

直腸 

1. 腫 場 なす 部 の 上 を 切る . 

2 腫 場 の 下 の 部 を 縦 に 切る. 

前 者 に て は 粘膜 の 腺 部 は その 分 泌 が 高まり な ほそ の 部 に Amal Bef 
下層 は その 厚 さ lem YO CH SAO 
BOR CA OFM 2 AT, ROMS L 
は 破損 す ぁ も の あり の Scheidenzellen その 間隙 に 血 
球 細胞 を 一杯 に 充 す も の あり , fl Mantelzellen 及 Scheidenzellen 多く 
MES OME OBS 血管 の あぁ も の は その 内 膜 が 
性 に 増生 を し その 間 を 失 ひ 閉 性 動脈 内 膜 を も の あり , 粘膜 
の みな す ミ ころ は 大 細 胞 モノ チー テン 等 多く あり 筋 層 の 断裂 せる 
に 織 素 物 質 が し て ゐ ぁ も の あり , 大 細胞 , モノ チー テ 
ン , HEERES ET, その 中 に Scheidenzellen Mantelzellen 
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L URS Scheidenzellen 多 し 場 
T Scheidenzellen Mantelzellen LZ OE 
AME く 炎症 性 の 細胞 の 外 に 
HSU TI& Scheidenzellen 及 Mantelzellen が 多 集 つ 

SANG, 7 3 ~ 大 喰 細胞 Scheidenzellen 
及 Mantelzellen L 2, 殊 に 
HEE HE (SALSE Scheidenzellen, Mantelzellen に 占め ら る , Plexus myenter- 
ieus (= fii Ze 78 LC MUD BE & < 0) Mantelzellen 
ミ 色 素 ゃ も て る 前 経 細胞 ミ Scheidenzellen ミ よ りな る , BUCH ISH 
性 に Scheidenzellen 増 殆 し て 居る , 
SLG 2. 

ART, ある 血管 の 内 膜 は 肥厚 し て 間 腔 
は 狭 ま 量 の 血球 を 容 , & も 認 む 此 下層 ある 肪 組織 及 
MARIS BETES BIE OTE 0.5 一 0.8cm に 達 す , その 部 は 
75 CHIFLO BSE OH び 筋 層 ミ 接する 
部 分 は Scheidenzellen ErTZ LED ASH, MIB, 「 お た まじ や くし 」 形 
の も の で ある その 他 喰 細胞 及 4 細胞, Zlk1— 
MD O oD, 上 記 細胞 に 混在 す , 血 
管 の 周 及 周 に 多 し , 筋 層 は 如 上 の 細胞 に 触 され て ⑦ く , 
胞 は 大 部 分 不 規 則 な る 配列 なす が 略 筋 層 の 方向 に FAT Polke ts UT tk 
ぶ も の 多 し , MI LO 
DIR BAIS, この 結節 は 核 が 2 一 8 
の 中 心 部 に は 同質 性 に ェ ォ ジン に 淡 赤 く 婦 々 る も の あり , 是 等 の 細胞 は 主 に 紡 
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Scheidenzellen 多き も Mantelzellen 
成 の 周 に は Scheidenzellen OKA Mantelzellen OV ED EET LES 
ぁ も の あり , 血管 の 中 に も 以上 の 2 種 細胞 が 入り 込ん で 居る . 

b. 直腸 の 長 軸 に 沿 ふ て 切 つ た る も の 

a. より も や ゝ 5 一 6em 下部 に 位 す , AITESTOHEER DH 
TA, 腺 の 間 も 張 し て ゐる 粘膜 下層 は 炎症 性 の 腫 組織 一 般 に 粗 
に な つて ゐる 粘膜 下層 の 大 きく な つて る て 細胞 多 し , 血管 
は 肥厚 し て ゐ ぁ る , 丈 に Plexus myentericus は 革 明 に 肥大 し て 居る , 何れ 
も 筋 の 間隙 に て は Scheidenzellen, Mantelzellen ~°% ¢ UL 
胞 混在 すそ の 他 球 も あり . AMMO PH Scheidenzellen に より 
て 侵 僕 され て (a) に て 述べ た ぁ 如 き 結 節 形 成 が 甚だ 高度 で ある, な は 近接 の 
筋 の 中 に も 認 む . 及 下層 は 大 部 分 胞 構造 早 し 細 孔 を つく り 
脂肪 組織 た ぁゃ を 想起 せ し む , な ほそ の 間 に 島 の や うぅ に 結節 , AR, FERDE 
き 形 を な す も の 多 し , 是 等 は 何れ も Scheidenzellen, Mantelzellen (= kD 
て 出来 て ゐる ぁ . 

維 か 増す . 

(SREIL HA OTF. そこ に Mantelzellen, Scheidenzellen を 認 む , 
5 OT HD, 結節 形成 あな す は 原形 質 
LEMOS Mt 古く 形成 され た る HTS HL 
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の 中 に は 束 を な す も の あり 柴 が か つた AR IE O TOR ER 
FES 

D> CSU EGET. この 上 直下 部 
に は Scheidenzellen, Mantelzellen が 多量 存 し 血管 の ある 粗 毅 の 部 あお りこ 
こ に も 脂肪 滴 多 し , 特異 な る 渦 央 細胞 群 を な す 部 は 風 肪 組織 の 中 に も あぁ が 
層 に 近 き 部 分 及 筋 ミ 相 接する 部 まで 
肪 球 が 見 られ る その 脱 肪 組織 の 支 へ を な す 部 に も 多く の Scheidenzellen, 
Mantelzellen が 存在 し て ゐる . 大 部 分 の 結 脂肪 を 時 ず た その 
周 園 に 少量 の 騰 肪 の 沈 閉 を 見 る の み , 叉 多く の Mastzellen HO. これ の 原 

確 知 し 得々 こ ミ が 出来 な い 特に 結 魏 形 成 の 部 に 於 て は 之 を 認め な い , foe 
の 部 に 於 て 生理 的 の 性 物質 あぁ のみ で ある . 

4. 

NAUWERCK, ERDHEIM & TANDLER “£0) U Ti 
KRM OMMSAS 76 DARD 
250 枚 の 連 績 切片 を 作り 40 Bi 6 枚 の 標本 に つき て 述べ る . 

第 1. 柄 ミ 相 接 する 部 より や ゝ 上 部 の も の に し て 3 MAC OATH, MER 
び 後 葉 が 見 ら る , 柄 の 周 園 の 部 多少 鉄 損 あ お り . 

3 HES る 柄 は 柄 の 部 ミ 
5S, その 血管 の 中 に は 血球 細胞 杯 に 充 て ゐる, 
O, RAY, AY, Adeno- 
胞 多 し , FES ERAN THE 3 4. Neurohypophyse に 
SS HANSER 丸 き 核 に し て クロ マチ 
URPRBORKS 血管 は 血球 を 充 し 一 部 に 
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於 て は プラ スマ 細胞 及び 漁 巴 球 の 多き 部 あり な ほ 多 く の 肥 犬 細胞 混在 す , I 
の Neurohypophyse の 一 部 に て 核 の 甚だ 多く あつ まれ る 場所 敷 ヶ 所 あり そ 
SLA, この 細胞 を 精密 に ミク ロマ チン 甚だ 多く 且つ その 
長 三 角形 魚 形 バチ ルス 形 に て あま り な ら グリ 
BAR EIS AED DO CHE O HET 

HOBEHTELS 充血 し て ゐる KO 血管 が を その 中 に 血球 細 脆 を HET 
Adenohypophyse に 於 て は ェ ォ ジン 叶 性 細胞 多く し て 腺 間 は 
子 滴 容 る も の 多 し , Neurohypophyse の 部 は 赤く ォ ジン に り 
75 LIZ, 2, 網 像 の 外 の 
部 に て は ェ ォ 大 に て 見 る に Adenohy- 
poyhyse の 毛細 血管 , 血管 は 多く の 血液 細胞 を BIKE HA D, な 
は ほ は 一面 赤 味 の 張 き 部 は ェ ョ ジン 嗜好 性 細胞 多く 叉 割合 に 青 味 つ ょ く Was 
欺 の 核 多 敷 この 中 に 存 す . 叉 繊維 性 に 列 知 を な し て 走る も の あり 血管 の 周 園 
に 於 て か ゝ BABE TH DRA 先 に 述べ た る 核 多 き 部 に 於 て 
は 特に 血管 に 相 SO BRS 
如く に 見 える , COMB OBS 7ST 7) 7 
の 細胞 が ある , 2 ov F > 

1.38x6x 

RICH EICHE SB, 血管 は 何れ も 血球 を 一 杯 に つめ て 居る Adenohypo- 
physe に て は 腺 の 大 小 不 規則 に し て 叉 あぁ も の は Th, 梁 り あぁ も の は 
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青 味 を て ゐる 血管 は 網 の 目 の 如 く ASR RO MICHA 
央 部 に て は 二 三 ヶ所 に 於 て VRS RO 特に 若 白 の 色調 の ある 部 分 が ある こ 
こ は 結 締 織 の 集合 せる 如く に 見 える , PRB, EEK, TIEREN 
Be OK HF TH 4. Neurohypophyse 
に 於 て は 赤く 染 0 Adenohypophyse に 近 か き 部 分 は 赤く Yerız 織 維 多く 
ED. HD HAD LDS PME MIS, 
THEO HAE, DL UTA ORS 
CAD, 特に Neurohyppohyse の 外層 に て は アプ 細胞 の 
FED IE ON BEA LO > 

REAL CHD (= 腺 の 構造 現存 す る 部 に 於 て は 血管 は 多く の Mt ANB 2 HK 
Lie THA, 細 胞 の 他 に ェ ォ ジン 性 細胞 多く 見 ら る 叉 所 に ょ つ 
て は 性 嗜好 性 細胞 多く 見 ら る , FIC Adenohypophyse 
の 像 は 一 般 不 鮮明 に な り ェ オォ ジン 性 細胞 は し 結 締 織 の 
材 の 如く に 肥厚 せる も の あめ り 之 は ェ ォ ジン に 赤く そま り め 細 胞 は すく な い , 破 
SALA 腺 の 部 に て は 1 FRE PMOMAMARS ェ ォ ジ > 嗜好 性 細胞 が 
THAD, 菌 の 多 量 に 認 む , 
REN) Scheidenzellen で ある が 中 等 細胞 の 多き 部 分 に て は 
ェ オォ ジン 性 細胞 , X Neurohopohyse IH 
Her, BET, 急 形 の 大 小 不 同 の Scheidenzellen が 見 られ る . 

核 の 配列 は 不 規 則 に し て 血管 は 充血 を 早 す . 


第 4. 19xX5x 


hypophyse の 中 央 部 に は Y 字 形 , < Yrs 2% 
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DRM ROBE BO 双 Neurohypophyse 

に 近 か き 部 に 於 て は 他 よ も や > MEDIA, LT 
OCHA 7S 2 構造 を 作 つ て ゐる ぁ る, Neurohypophyse の 一 部 は 
Adenohypophyse ミ 相 移行 し て 境界 不鮮明 に し て PREZ O MOTH IT し 行 
く を 認 む , Adenohypophyse は 原 の 構造 示さ ず み 
が か つた 赤色 に 且 , < すん で そま る ぁ る , 叉 不 坦 則 な る 間 腕 を つく る のみ に し て 
腺 を 認め すず , 即ち 大 小 不 同 の 境界 不明 な る ぁ る 細胞 あつ て 園 形 の 核 見 られ な は 核 
Scheidenzellen Cd PIO K 
ある も の 規 則 に 多 敷 走り Adenohypophyse 

Adenohypohyse DH H ABMS, 結 締 織 性 に し て その 中 又は その 
(SAO な ほこ の 色素 は 細 胞 の も の 
又は 核 の 小さ い 球形 細胞 に ょ つて も 多く 所 取 さぁ る を 認 む , XR Neurohy- 
pophyse に 近 き 部 に あつ て は HGR 構造 を な すそ の 部 の 間 質 は 前 に 述べ 
た る が 如く 結 締 織 の 如く に ェ ォ ジン に 淡 赤 色 に HO 核 比較 的 すく な し この 
DR, 長 三 角形 の クロ マチ ン 多 き 核 が 可 な り 多 く 介 在 せ ち も の あり . Y 
核 は 此 に て 一 般 に 見 ら ゃ の 2 一 6 SED HI 長 
な る 粒 も の も まばら に 見 ら る . » HK Hes. 
IES クロマ チ ン の や > BSD 2, It 
7S(E I DREIER, 「 お た ま じ や くし 」 形 等 の 核 も 多く 混在 
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が 混在 し て 居る の か を 見 る . Neurohypophyse KAPHA & HR 
見 ら ゃ る , 叉 肥大 細胞 も 見 ら る , 然 れ ざ も その 大 部 分 を 占 む ぁ も の は Pie 
の Scheidenzellen CHA, 是 等 は 中 間 層 か ゃ を 越し て Adenohypophyse に 一 
PACA T BIRTH 

5. 14x9x 

この 標本 は 大 部 分 Adenohypophyse より な る , ML Talk 2 MADERA 
分 より な る , 前 部 は 指 頭 大 , 後部 は 小豆 大 の も の 相 合 し て 形 を な し 一 面 赤 味 
MET 1 ヶ の 「 く びれ 」 あ の 部 は 
RAS SYED, その 中 に 留 針 頭 大 の や » TEN 2 個 あ 相 介 在 
THM, He O TS ABEL TS 
く びれ 部 に 介在 する 2 TR 
た る ぁ 栓 の 織 束 の 断 面 が 標本 に て も 見 ら る, この 留 針 頭 大 の 結 和 は 7 
ロマ チン 多き 紡 舞 形 の Scheidenzellen の 集 園 で わあ る. この 場所 の 一 端 は 細 
A の が つ て の く こ の 波 駄 の RED 
あり その 原形 は ヘマ トキ シリ ンー- エ オジ ン 法 に 
CRABB RAN AS LOD MID KS 
部 分 ミ や ゝ 赤 味 を 上 帯び た る 部 分 ミ あ り , 
の を 見 る . 血管 の 周 に は 形 細胞 を な す も の あり 0 , TR 

其他 大 形 , 不 規 則 な る ぁ 核 に し て 青み あり 上 且 紫 色 に 染 ぁ も の あり , な は 後部 
に ある Adenohypophyse 即ち 小豆 大 の 部 は 前 部 に 位 す る も の ミ 同 様 な る も 
AKC 形 の 粗 ら に 認め ら , 大 に て みる 
に Adenohypophyse AMMO LHAD ORO 
CHAD, 血管 は 血 細胞 みたす , 主 細 
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AREY, 葉 の 大 小 不同 な Scheidenzellen 
HO. RNFSL GMO LOMELSL, 叉 周 邊 に 近 か き 部 分 及 後部 に 位 す る 
Adenohypophyse に 於 て は 他 の 核 の 大 さき の 5-6 億 ある 深 青 色 に Ta 
D 多角 形 の も の 更に 互 大 細胞 を 
な す も の 等 あめ, 前 部 に ある Adenohypophyse に て は その 中 央 部 に ある 肌 
材 に て 取 か れ た る 特殊 細胞 は 紡 形 の L TR 
ALTOS, S FAS HO, 前 
DEZE DEN し 大 部 分 は 中 心 部 に は 2-8 DKA O ZOD All WB Ze 
形成 し て 配列 す . 中 心 部 に ある 核 は 淡 赤 く 染 り ク ロマ チン や > すく な し , E 
細胞 の 如 し . 

紫色 の 色調 ゎ る 不 規 則 な る 核 は 周 に 存 す 然 Scheidenzellen 
SL. 
ミ 同 様 な る も 通 経 細胞 の 敷 甚だ 多き こ ミ , 叉 一 部 の 繊維 が その 走る 方 向 其 だ 
不 規則 で あぁ こ ミ が 著 明 で ある . HO KOS 
CHAS > CHHET BHED 0 TH SH EDDY 
核 を みる , MAIS Scheidenzellen CHAD A, A 
交錯 し て 同様 の 細胞 が 不 規 則 に 混在 す , ARCHE 
な し て うぅ ね つて ゐる, 魚 
Ot SHED Scheidenzellen の 外 に グリ アプ 細胞 の 幾 分 が 残存 する 部 分 あ 
4, 一 般 に Neurohypophyse は 織 維 性 で ある . 

#6. 1.0x0.4x 

TOMPBWURT Adenohypophyse 犬 部 分 を 占 む 腺 の 構造 は 規則 的 で ある 
青み つよ き 部 分 ミ ある この CO OH 
ら に な つて る ゐる, 血管 は 血 細 胞 を 容れ て ゐる 叉 腺 を 取 窟 く 毛 細 血 管 も 血 細胞 
を 一 杯 に つめ て 居る , Adenohypophyse 及び 中 間 層 の 部 分 は ェ ォ ジン で 淡 
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赤く 染め り 後 者 は 形 す く な く 丸 き 間 腔 敷 個 あ ぁ の み , BETH HS, .Neuro- 
hypophyse (5 Sas MRA. 

長橋 形 の Scheidenzellen PAA. 

PRO (SHA FEMS EOHO, 中 央 部 及び 後部 は ェ ォ ジン 
嗜好 性 物質 が 多い 場所 に よ つて De 
見 る , Neurohypophyse (t= 4 Cita TH 2, 
細胞 , Scheidenzellen も 見 出さ る , H DAH, 
如き 核 に し て 紫色 に 菜 る 細胞 も ある , 注意 すべ き は Scheidenzellen が 多 
少 を な し て な らぶ ミミ 血管 は 血球 を す ゃ ミ で ある . 

V. GIESON Ye fa 

第 OS IC Adenohypohyse は 一 般 に 紫色 
に 見 える が Neurohypophyse は 結節 様 に し て 紅 赤 色 ゃ を 早 す 弱 廊 大 に て 見 る 
yse AD, その 中 に 走る 血管 及 毛細 血管 は 赤く 
Yeo Neurohypophyse の 維 様 の 部 は 
赤く 細 き 波 束 の 様 に 細か くう ね る の を 認 む HME AMIS 黄色 味 ゎ る 
被膜 の 下 に 出来 た る Scheidenzellen の 集 園 は 赤く 維 が 
HID O EFT ACHES CE O SOMO IR ILA 

HUAN CUS BT EIS RAO PBS 細胞 が 少な い が こ の 部 よめ 枝 を 出し て 腺 
形 等 種々 あめ 叉 大 小 も 不同 で あぁ, RD DOT 

F OD AOD 如く に 走る そ 
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MOE TALE O TG TH AZ, 前 葉 の 「 く び 
tL) RAS Hl S LS WERL % S 

WEIGERT Adenohypophyse の 中 央 部 の 血管 及び 毛細 血 
TS SL, 叉 梁 材 を な さす 部 に も 弾性 繊維 が 
束 な し て 走る の を 見 る 前 葉 の 「 く びれ 部 の 束 は 細 き 微細 る 
Ze ANS し 栓 く き 規則 正 し き 波 形 に 走る 紫色 の 束 を . 

a. 肝臓 

小葉 の 形態 不 規 に し て 大 小 不 同 で ある,。 Guisson 
は 結 締 織 増加 し て ェ ォ ジン に て く 染 る , 
Ari |= し 血 細胞 を 充 し 肝 胞 索 の 間 は し て 多量 の 血 細 胞 わ り . 

b. 

API UL TROTI 単 及 び 血 球 多 し 球 に し て 形 な る も の 
HY), 

内 容 ょ れ て 間 腔 なす もの も わあ おる, TA 
すこ し くく 脂肪 々 みる の み . 

この 細胞 は 黄 褐 色 の 色素 た 多量 に も つて ゐる , MALTOMMMOL D> 2 倍 大 に し 
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て 細胞 の 其 だ 多 し 毛細 血管 も 多 し , 
や くし 」 形 , 曲 玉 形 , 菌 つて その 大 不同 に て 多少 列 な し て ぶ , BOR 
造 は 微細 な る 粒 細胞 ょ 類似 し て ゐる が すこ し く ク ロマ チン 多 し 是 等 は 前 に 
#47: 2 Scheidenzellen で ある 其他 Sympathoblasten 8.523» LOHOVY 
Mi FRR, 2-3 MLSS, YL 
シリ ンー- エ ジン 法 に て 色調 強く り SME DY 形 不 整 に し て 大 きく 巨大 
色 に る, Scheidenzellen は その 原形 質 は く 叉 染 る v. Greson yk |= 
て は 一 般 に 般 質 は 赤色 に 染 り 特に 盤 質 の 細胞 の 周 園 赤く 染 る 繊維 が 縫 ふ て 走る . 

1/5 一 1/10 大 の が わり = ロイ ド 物 質 
3. 大 に て 見 る に 濾胞 の 上 皮 が で わり あぁ も の に て は 泡 を も つて ゐる も 
DH). CT も の 叉 は 血 細胞 し た る も の あり 。 
は ょ 達し て ゐ て な 繊維 細 胞 及 び 結 締 織 し て ゐ る, 血管 け 血 細胞 す 

Alk 

小脳 

iia 

A SHS, 

松 菓 腺 

血管 は 血 細胞 が 一 杯 つま つて ゐる 腺 の ある も の は 葉 で ェ ォ ジン に 赤く 
LRP POMP BIT CHS. 

KARE 一般 に Scheidenzellen が 不 規 則 に 増加 し て ゐる の な 認 む . 
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A. ET. 

BEG TR BIER SSR OPEC H 2, 

ALD NEGO MBA CME UTS LG 2. ABORT 
に 見 る 腫瘍 組織 の 中 及び Scheidenzellen AT < 
52, HEROD Adenohypophyse に 於 て は 一 部 求 心 性 に 
形成 を な す も の あり . 皮膚 腫 場 に 見 た る 如く 中心 部 は 同質 性 , 硝子 様 の 物 
質 ) ある ぁ ひ は Scheidenzellen の 存する ぁ る に あら すず まし て 本 來 そ こ に あり し 腺 の 
せる 細胞 が 該 Scheidenzellen PID L. 形態 は 多 
VAT 4, 0) 4, Scheidenzelen の 特性 的 の 配列 あな し た る も の ミ 
ATT SALA, 然し 肉腫 性 に た る 部 分 に は この 結節 形成 は 定型 的 の 
も の は 見 られ な い . 

HERXHEIMER u. ROTH, WALLNER, FREIFELD 等 し て ゐ 
2, Zi& Neurofibrom の 特異 的 の も の ミ て ゐる , EWING 
書 に 於 て この “Concentric Cell Group’ は この 腫瘍 の 特異 的 の も の で あ 
つて Sheathendoneurium か ら な る も の で ある ミ 稀 し て ゐる , HERXHEIMER 
u. ROTH は この 細胞 の 多き は 細胞 の 多き 遂 の 部 に 見 た て 
は V. GIESON 1K TH SROTHS, 
(SHEE LT Neurofibrom 4 OT ¥X~TAA 
IS AML TH TH A, FLAME HSC CHAR 
細胞 る に その 像 全然 一 様 な ぁ も の で は な い , DR 
が その 中 心 部 に 存する も の 又は 敷 個 の Scheidenzellen その 洞 其 の 中 心 に あ 
) て て 求 心 性 に 他 の Scheidenzellen 2. Vv. GIESON 
る 結 締 性 繊維 に ょ つて か こま る も の あり , 
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つて も の 味 く し て な は 中 心 に は 赤色 に 染 細 き ED 
に 存在 する も の 等 あり BIELSCHOWSKY 鍼 銀 法 に 依 て みる に 中 心 部 に は 殆 さ 
GES 2 RAR FA CHER S SOA, HERXHEIMER 
u. ROTH の 云 ひ し 如き 神経 繊維 の 存在 は 認識 困難 で ある V. GIESON 法 に 
CHERYL AR ED 時 間 的 の LOTS 
ORME BIT DL DOS YRD, な ほそ の 外皮 の 腫瘍 に て は 腫 型 の も 
の で は や > 屈曲 し た る 血管 大 の 栓 形 の 繊維 束 を 見 る も これ の HI AM 
胞 及 び 成分 を 然 ミ 認め た これ は 皮膚 に 存する TD ED 

TH A. 

Scheidenzellen の 特異 的 な の 一 形式 ミ 見 る 
べき で あら 5, HERXHEIMER u. ROTH の 云 ひ し ご ミ く 内皮 細胞 な り ミ い 
つて ゐる の も 十分 理由 の ある ぁ こ ミ で ある , ML し て 前 経 織 維 その も の ミ は 直接 
の 因果 闘 係 は 認め られ な い . 

腫瘍 細胞 配列 々 みる に 形 の 細胞 は 主 に 平行 又は 
aA Paradestellung (Fischzugstellung) Cd 4. 
IS 細か く 規 則 正 し き UTR OU 
その 核 は や > MOLD EOL RBI LTH 細胞 核 形 , 
大 小 不 同 な ぁ も の は 不 規 則 に 相 交 錯 し て 配列 する 如 し. 

B. 皮膚 腫瘍 の 電 化 びに に つい て . 

に し て は ANITSCHKOW ('913), 江川 , T Neuropl- 
astisches Sarcom は 後者 は Fibrosarcom THES, DURANTE 
は Neurome cellulaire neuroblastique ミ い つて 居る ぁ , 本 例 に 逃 べ た る 第 
3 Aa (SEPA CdD. Neurofibrom の 一 部 が 悪性 化し た る も の で あ 
ぁゃ 細胞 核 は 大 小 不 同 残 に , 互 大 細胞 多く 核 分 害 盛ん に し て 叉 クロ マチ ン の 含 
量 多い この 腫瘍 に て は 出血 の 傾向 

左 肺 に 見 た る 櫻 桃 大 の 肉腫 は その 題 微 鏡 的 の 所 見 は 皮膚 に 見 る 悪性 型 の 
—-OMT A 略 同 一 で ある . WESTPHALEN は 
Neurofibrom あめ て , fifi, AB, 
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Dh, 腫瘍 の み な す 路 就 い て は Ewine (ERDE T 

C. BIERRHD Neurofibrom に 就 い て 

之 に 就 い て は 甚だ 多く の 女 獣 が 見 出し うる , 4 BANERJEE u. CHRISTE- 
LLER の 分 類 に よる ミ . . 

1. Intestinale Neurofibromatose als Teilerscheinungen allgemeiner 

Neurofibromatose. 

2, Intestinale Neurofibromatose als alleinige Localisation. 

3. Intestinale Neurofibromatose mit Sarcomentwicklung. 

4, Intestinale Neurofibromatose (wie 2) mit localem Riesenwuchs 

oder localer Blastomatose. 

本 例 に 於 て は 如 上 の 1. 4 の も の を 見 ぁ , 1 の も の に 就 い て は v. RECKLI- 
NGHAUSEN (1882) SANGALLIS (1860) MODREJEWSKI, WESTPHALEN, 
GUBERMANN 及び HERXHEIMER u. ROTH 等 が 輝 べ て 居る . 

GUBERMANN 250 個 の 大 よめ り 大豆 大 の 硬 き 腫瘍 を 
見 た , 中 に は 柄 を 有 し て Poly HU Cote. 
fait Spongioplast か ら 出 来 て ジン チチ ウゥ ウム の 像 を 呈す ミ い つて 居る る, I 
HERXHEIMER u. ROTH は 12 個 の 結 を の 上 部 に 見 た し て の 
6 Plexus myentericus 26 
ミ 述べ て ゐる , 10 個 あ り 門 に 位置 す . 
下層 に ある 大 いさ は 米粒 大 の も の で あろ. 十二指腸 に は 18 (HSL te RAK 
か ら 大 豆 大 の 大 さき の も の で ある ぁ , 直腸 に て は 同様 の 大 さき さ の も の 7 HLS A. 

その 組織 所 見 は 何れ も 紡 の Scheidenzellen & 
の Mantelzellen ミ 見 ら る ゝ も の 少量 之 の 腫 場 形 成 に あわ づか ぁゃ . 主 ミ し て 
Plexus myentericus の 部 に 於 て は 細胞 増加 し 是 等 細胞 は 筋 層 の 間隙 を つた 
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MO TEN ある 部 に 於 て は 筋肉 の 列 が 繊維 性 に 細 
く な 多 の 束 に 分 れ Scheidenzellen MIG 3 CHB 
を 中 心 ミ し て 園 扇 舌 に 放射 し 腫瘍 を 形成 す ぁ ゃ も の あり 一 般 に この 際 に は 筋 
LCE ORM ABS ORO BEB 
は 大 部 分 Scheidenzellen より な る も る 少量 の 丸 き , WHO ur Fr ts 
な く , 核 小 農 あ 有する Mantelzellen も 腫瘍 成 生 に あ づ か る , AKAM 4 = 
Din し . 4 Neurofibrom の 存する 外 に 
局 虚 の 大 なす もの で ある . Pick u. BIELSCHOWSKY (1914), A. 
SCHULTZ, SCHMINCKE, L. Pick (1923) WINESTINE (1924) 
PICK は 小腸 に 部 分 的 の 巨大 症 を 見 , 之 が Neurofibromatosis (— #47 
ろ る 開 係 の 存する ぁ こ ミ を 述べ て ゐる . この 腫瘍 は 約 50cm の 違 域 に 於 て 腫瘍 を 
FL TH OD 間 は Lt 組織 も 肥大 
な は 腸 間 膜 の Neurofibrom を 見 た , O. ZUEN. 
splanchnieus 及び Plexus submucosus が 特に 肥大 し つ ひ に 巨大 症 を 見 る 
に 至 つ た も の ミ 府 明 し て ゐる . OBERDORFER (1921), SCHULTZ は 共に 唆 様 
突起 の 大 症 を 何れ も 腸 ある の Neurinomatose = 
いつ て 居る , 叉 WINESTINE (1924) Blastoma- 
tose を 輝 べ て 居る . 彼 は この 場合 に は 直腸 に 於 て 手 堂 大 の 旋 色 , 弾力 性 あ 
形 成 を 見 た . 右側 の Lumbarplexus EHE 8cem の : 
CS BEE 0 PYRO AO, 直腸 壁 
ellung #7 UTILS, 走 等 の 細胞 は 多 形 を 示し 大 小 も 不同 で クロ マッ チン は 
WES し 東和 様 の 慮 に は 園 形 小形 な ぁ る 細 胞 も 多 敷 に 見 ら る , 之 を の 一 部 に は 
肉芽 組織 の 形成 され て 居 ぁ の も 見 た , V. GIESON HAHEI ke USMMISH 
MM & Blastomatosis は 腰部 及 
腫瘍 を 見 な い , な ほ 粘 膜 下層 に は 
Adenomatosis ## L TAIZ AS 
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AS PANE BS Scheidenzellen 及び 上 皮 様 の 細 
HE) Mantelzellen 多 敷 集合 し て 腫瘍 を 形成 す . 直腸 の 部 に 於 て は 下端 の 粘 
膜 に 結核 性 の 潰瘍 を 見 る 然 れ きも 最も 肥厚 せる 部 の 粘膜 は IRA Hc UT 
TA d. 

この 成因 に 就 い て WINESTINE (IE Ze 
も の な り ミ へ り . THT Am BORER 
成 あ り その 相 部 の 此 下層 に Neurofibrom 形成 を 認め た る も の あり 
直腸 に て も な る 像 を 見 る . 
DO SDC HEB EDS 6S. この 巨大 症 は 形態 
BEANO BA KE, せ ば 慢性 的 の 炎 
症 の 如き も の あり て 反 應 性 増生 及び 洲 巴 鬱 滞 等 相 合併 し て か く の 如き ER 
LOMAS. 

EWING (SAHEKO AN LTH 2. 

1. Bike } Adenohypophyse に 見 る 腫瘍 は 

a). Diffuse hyperplasia u. fokal adenom 

b). Adenocarcinoma | 

e). Malignant atypical carcinoma 

a) は 機能 的 増生 を な す も の に LTH S REE せる の も の に 見 られ る , 
あ ゃ ひ は 叉 腺腫 を 形 な こ ミ あり , 是 等 は 腺 細 胞 に よる 腫瘍 で ある . 

b) 腺 これ は 様 に な り コ ョ イド 物質 を す 叉 乳 の 生長 あな し て 
RUN Sinus cavernosus の 部 に 究 孔 あな すこ ミ あ の . 

の で ある . 其他 血管 肉腫 , 粘液 肉腫 , 内 皮 腫 な き 記 載 さ れ て 居る . 

MARIE, CREUTZFELDT, FRANKL-HOCHWART 及び STRADA IK FE 
BONES 243 HEAP HAT ED 64 一 26 は 此 の 種 の も の で ある ミ 去 つ て 
然 ぁ に 脳 下 の に 就 い て は BENDA 
> OO » 細胞 ゃ 精 し く 見 る ミ 特殊 な る 
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下垂 盤 の 上 皮 細 胞 の 増殖 の 結果 生じ た ぁ も の な る が 故に 肉腫 の 名 は 避け , U 
LAER (Atypisches Karzinom) 又は 腺 (Adenocareinom) (HIPPEL 
& O’MALLEY) ミ Tim COTES. Bards 
見 ら る , S|’ICROTH, Beck 等 は 紡 及 形 細胞 肉 
腫 を 記載 し て ゐ ぁ ちる HANSEMANN も 肉腫 様 腺腫 (Sarcomatous struma) を 報 
告 し て ぁ が は 大 形 形 の 細胞 より な る 腫瘍 で あつ た INGERMANN の 
輝 ぶ る ぁ も の は 特異 な る 腫瘍 に し て ARRAN UT 軟 か き ゲ ダラ チン KO 
で 大 き さ は 7 X6.5%3, 
% ACE 35 の に 見 た る 腫瘍 で ある , 組織 に は に な 球 
よめ や 大 な る 細胞 より な り 多 角形 細胞 間 質 は 
部 (over vascular splenic pulp) に 似 て perithelial の 配列 が 題 著 で ある ぁ ミ い 
つた , CAUSSADE & LANBRY は 3.5x3 の 結節 な せる ぁ Adenohypophyse の 
を べ て 居る ぁ る. D AMD 75 Os 
LTH 2. WOLFF (3.2% Sarcoma cylindromatodes = 9 AGOSTINI 
Ze & 0 78% Melanotisches Fibrosar- 
com Tht 

2. 

a) Boyce & BEADLES (& + » 

c) CUSHING は 大 な る 腺腫 様 の 腫瘍 形成 SEN TO DED 組織 的 所 見 は 

EPt; Neurohypophyse に 於 いて は Bury は グリ オォ オーム を 記載 し て 居 た 
れ は か き 細 胞 多 き 腫 に し て ョ イド あり 小形 の 園 形 , 
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胞 が 正常 の 組織 ミ 相 混同 する ぁ る に ある こい つて 居る. ROXBURG & CoLLis は 
を グリ オー ム は 肉腫 な り ミ 論じ て 居る , れ さ も 腫 , Neurofibrom 

+ MRT EDELOTHFS EOE DUFFY 
に ょ よれ ば 次 の 8 fi iF TIER. 

a) 比較 的 良性 の Intracystisches Papillom 

c) Squamöses Carcinom 

T ER 一種 特異 な る 組織 像 を 時 する も 
の で ある , 柄 の 接合 部 に 近 き 部 の 標本 に て は Neurohypophyse I HEME 
BSF IS TS N TS EEO LARA, 
Scheidenzellen (2 UT= 4 RHR 
ARIUS EAT 中 間 層 は し く 性 で 甲 腺 の 
ミ 共 に 著 明 な る ぁ る も の で ある , KREUZ Scheidenzellen 3% $ Adenohypo- 
physe に 進入 し その 際 結 締 織 性 の 繊維 来 を 作 つ て 居る , Pi, RIND 
細胞 は 腺 の 周 園 又は 腺 の 内 部 に 庶 汎 性 に ET ACHT AED 腺 構 造 そ の 
制 然し な い . 中 央 部 の 標本 に 於 いて 見 る 如く Neurohypophyse は その 原形 
ず ま に 大 部 分 は Adenohypophyse が 占め て ゐる , 
KR 小豆 大 の 二 部 分 に 分 れ 何 れ も , Mi k 
の 「 く びれ 」 の 部 に は 栓 の 織 個 あ り て 更に 形 , 紡 形 の Scheiden- 
zellen り な る 球 集 園 みな す 部 あめ 前 の 栓 の 束 は 極 く 細 き 規則 
TELS DFT MD MK EL TER, その 中 に も 紡 形 叉 は 
CA 2, Scheidenzellen OR 
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於 て は 前 経 細胞 は 存在 せ ず GEYMÜLLER 及び VEROCAY に 依 れ ば 彼 等 は 
Neurinom に て 胞 出現 を 認め た り ミ べ て 

な い , GCOORNING KO CHEMO INPIED 
Ze EF Z AUS を も つて ABER 
高 ま つ て 隆起 し , Ze OUI 

上 よ りな り 方 に つよ よく し て 上 部 に を 形成 す , 

FEO MAE 52 AO SOMA MBI HM CHEM Arte REM D 
7E RBIS BAT HAT, この 細胞 
leiste を な す の で ある , KAR 
PH Mantelschicht に て は 一 方 細胞 を 分 化し 他 ェ ペン ジー ム 及 グ 
リア 組織 を 生 ず . 

SCHWANN 細胞 は 豆 経 節 隆 起 か ら 出 来る グリ アァ 細胞 ミ 同 系 列 の も の で あつ 
て て 開 係 が 深い . 

Koun, HELD 等 も 前 終 細 胞 及 び グ リア 7 及び Scheidenzellen は 脱 生 期 の 
Neurocyten よめ 出来 あるこ いつ てろ ゐる. BENECKE は 同様 に Neuroeyten よ 
生 ずる ぁ が な は ほ は Ganglioneurom Cis OE 
似 細胞 よめ 正常 の 経 細胞 を な す を 認め , RS 
を な すか を 見 た 0. 
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生 ず ぁ に いた つた . 即ち は 物質 が 生 期 基 質 持つ に いた つて 種々 
ZEHN 成 生 し た る ぁ る も の ミ 疹 へ る , E06 VEROCAY の Ganglio- 
neurinom CHA. 

越え て Adenohypophyse に 浸潤 を な し 一 部 結 締 織 性 に 化 し 更に 細胞 浸潤 は 
腺 の 中 に 又は その 間 質 に 密 に 入 つ て の ⑦ く . 

Adenohypophyse に 於 て は 中 央 の 部 に 認め に て 
BS MGR AD ZS の 腫瘍 に 見 た ぁ も の ミ や 
や その 趣き を 異 に す . Adenohypophyse Hs 
る な る る, OLA AMM S UTS S RILG 

e). Neurofibrom の の 根 に 就 い て 

CRUE を つ * け て 居る , この 腫瘍 を な す 
SCHWANNsche Scheidenzellen な る ぁ る こ ミ は 擬 議 一 致す ぁゃ ミ こ ろ で ある , BR 

CA 就 い て は し て 論じ られ て 
db. 

zellen の 山 来 を 極 む ぁゃ に あこ た. 

毅 経 性 の 起 原 を 訟 くも の は SCHIFFNER, KOHN, HENSINGER, GENER- 
SICH, TAKACS, HELLER, KRAUS, ASKANAZY, KREDEL, BENECKE, DU- 
RANTE, FEINDEL, SOYKA, TRIPPIER, OPPENHEIMER, VEROCAY の 諸氏 
に し て 結 締 織 性 主張 する も の に は Vv. RECKLINGHAUSEN, KAULBACH, 
HiPPL, KOLLIKER, BARD, MossE の 諸氏 が ある , 叉 その 中 間 訟 を 持 す る 
も の あり FEINDEL, FISCHEL MÄRZNTH A, 彼 等 に 依 々 ミ Neurofibrom 
TEED 異常 な ぁ が 結 締 織 性 物 
HOMER KL SUN 5b. Mosse et CAVALIE 
Fibroendothelial O%: 4: Hf 
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用 葉 性 妥 素 に 更に 績 姜 的 に 中 腺 葉 性 の 物質 が 影響 し て 腫瘍 を 作 ぁ に いた る 
ALA T する に あら 及び 外 葉 の 分 化 を 待つ て 初め 
て 完成 さる ぁ ゝ も の で あぁ る ミ い ふ . 

本 例 に ける 皮膚 の 腫瘍 に て は 明確 に 把握 ぁゃ こ ミ が 
D ORD HS Plexus myenterieus 等 が 腫瘍 なし Scheiden- 
zellen 及び Mantelzellen 及び 前 経 紀 胞 の 高度 の 増生 に よ ょ つて 腫瘍 を 成 生 し 
た る は の し に 信じ うる も の で ある . 

MER IS OMAR BS D HELPED OS Ganglion- 
eurinom に 相 党 する も の ミ す . 

ED 2 5 US も の が 
DEBE 因 す ゃ る こ ミ 明か 
7.0. 


1. HT ENTF OD) Neurofibrom 
を 有 し , BED 
Neurofibrom を 有 せ る 稀有 な る 例 な り ミ す . 

細胞 形成 あり 求 心 性 に Scheidenzellen 

3. 左側 肺 中 に 肉腫 性 の 結節 を 見 た , Neurofibrom 
COD. 

4 dy (2 & Neurofibrom で 

5. 直腸 の 一 面 は 腫瘍 様 に 膨大 し て Neurofibromatose 2X LHOBXK 
症 なす. 
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べき も の で ある . 

7, SHLAA Neurofibrom の 例 に し て その 生 は 結 
其 の 他 の 種々 の 條 件 あり 系 統 に ける 上 に 


x 


1) Ascnorr, Lehrbuch d. Pathologie, Bd. I. 723. 2) Anırschkow, Virchow’s 
Archiv, 1913. 3) Borst, Allgemeine Pathologie d. malignen Geschwülste. 
4) BAUERJEE u. CHRISTELLER, Virchow Archiv’s Bd. 261. 5) CoRNING, Lehr- 
buck d. Entwicklungsgeschichte des Menschen 1921. 6) Ecawa & Huzil, 
„Gan” Vol. 19 7) Ewıng, James, Neoplastic Diseases 1928. 8) PERCIVAL 
BaıLev & Harvey CUSHING, Tumors of Glioma group. 9) HAEKSTRA G. 
Virchow’s Archiv 237. 10) HEINE, Beiträge zur pathologischen Anatomie u. 
zur allg. Pathologie, Bd. 123. 11) HENKE & LUBARSCH, Handbuch d. speciellen 
pathologischen Anatomie u. Histologie IV.3 Teil. 12) HERXHEIMER & ROHTH, 
Beiträge zur pathologischen Anatomie u. zur allg. Pathologie Bd. 318. 13) 
HELENE, FREIFELD, ibd Bd. 60. 347. 14) LUBARSCH & OSTERAGE, Allgemeine 
Pathologie u. pathologische Anatomie des Menschen 1897. 15) Mac CALLUM, 
A Text Book of Pathology p. 877. 16) Nakazima-Sizuwo, „Gan” Vol. 15 
17) Neumann, Annales d’anatomie pathologique et d’anatomie normale medico- 
chirurgicale 1927. 18) Oosawa & Sakural, Taiseigwaku IX han. 19) Pick 
& BIiELscHowskYy, Virchow’s Archiv Bd. 160. 20) Pick L. Zieglers Beiträge 
Bd. 71. 21) OBERNDORFER, Verhandlungen d. deutschen pathologischen Gesell- 
schaft 1912. 22} Quartı G. Cancer Review 1927. 23) QUARTI G. Archiv 
of pathological and Laboratory Medicine 1926. 24) RoGer, WIDAL, TEISSIER, 
Nouveau Traité de medicine VIII, XIII. 25) SCHMINCKE, Centralbl. 33. 
26) Verocay J. Beiträge zur pathologischen Anatomie u. zur allg. Anatomie 
1910. 27) WALLNER, Virchow’s Archiv 237, 1922. 28) WINESTINE F. Journal 
of Caner Research vol. 8. 1924. 


Fig. 1. Fig. 2. 皮膚 の 
Fig. 3. I= RAT 
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G. 2 (Fig. 7) 
T, 腫瘍 を な し Scheidenzellen の みり な る 部 
Fig. 7. Fig.6. G の 部 の 所 見 
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比較 病理 第 一 報 
犬 精 細胞 ォ ヒド ー ム ノ 一 例 = 就 
(IE X-XD 


主任 川村 教授 ) 


Uber vergleichende Pathologie der Hundegeschwiilste. 
(I. Mitteilung.) 
Uber einen Fall von Seminom (Orchidom) des Hundes ; 
ein Beitrag zur Entstehung des sog. grosszelligen 
malignen Hodentumors. 


Von 3 

Kineo Imamaki. 3 

Pathologisches Institut der medizinischen Fakultät zu Niigata. a 
Vorstand: Prof. Dr. R. Kawamura. 


Tafeln X-XI. 


Der Verfasser berichitete an dieser Stelle über einen Fall des: 
Seminoms (Orchidom), das aus adenomatösen, cystischen und carei- 
nomatösen Bestandteilen zusammengesetzt war. 

Dieser Fall betraf einen 11 jährigen Hund. Es wurde angeblich 
bei ihm vor 2 Jahren die Exstirpation des linken Hodentumors 
vorgenommen. Der gegenwärtige Tumor sass am r. Hoden und 
entstand seit ca. einem Jahre und wurde von mir operiert. Der 


Tumor war 9.5x7.5x5.5cm. in Grösse, ca. 250g in Schwere und 
mit einer verdickten Tunica albg. bedeckt. 
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Das Tumorgewebe bestand aus 3 verschiedenen Teilen. Der 
erste Teil bildete die Hauptmasse des Tumors, war elastisch derb 
konsistiert und markig grauweiss beschaffen. Histologisch handelte 
es sich um ein tubuläres Adenom, das aus in Wucherung geratenen, 
gewundenen Hodenkanälchen entstand. In diesem Teile lagen dicht 
verschieden geformte zahllose drüsige Kanälchen, die verschiedene 
Grösse hatten. Bisweilen wurden sie durch das Verschmelzen 
eystisch. Die Epithelzellen waren gross und rundlich, oval, polygonal 
oder zylindrisch gestaltet, und hatten öfters lange Fortsätze des 
Protoplasma. Das Protoplasma der Epithelzellen war meist fein 
granuliert und hell oder vakuolisiert. 

Der Kern war rundlich oder oval und gross, blasig und hatte 
1-2 deutliche Kernkörperchen. Die Mitose war mässig sichtbar. 
Diese Epithelzellen verhielten sich den Epithelien des Hoeden- 
kanälchens sehr ähnlich und waren teilweise einschichtig, aber meist 
mehrschichtig angeordnet. Sie erfüllten öfters ganz die Drüsen- 
räume. Membrana propria war noch wohl erhalten und von 
elastischen u. Gitterfasern umhüllt. In den Epithelzellen wurde 
eine reichliche Fettsubstanz nachgewiesen, welche reichliche doppel- 
brechende Fette enthielt. 

Kurz, dieses Adenom ist als ein Adenoma tubulare seminiferum 
reinster Form zu betrachten. 

Am zweiten Teil war eine taubeneigrosse Zyste vorhanden, 
die mit einer durchscheinenden Membran abgekapselt war und als 
Inhalt seröse und kolloidartige Masse enthiehlt. Die innere Fläche 
der Cystenwand war nackt oder teilweise wurde von den Zellen des 
Adenomteils entsprochenen Epithelien bedeckt und die Epithelien 
waren meist einschichtig und selten mehrschichtig. 

Der dritte Teil bestand aus einem sperlingeigrossen, etwas 
weichen gelblichen Gewebe, das dem sog. grosszelligen malignen 
Hodentumor entsprach. Die Geschwulstzellen lagen diffus, bisweilen 


bildeten sie eine Alveolarstruktur, die Alveolen waren von elastischen 
und Gitterfasern umhüllt. Selten wurden Rosettenbildungen 
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angetroffen. Die Geschwulstzellen waren gross und rundlich oder 
polygonal und hatten eine verhältnismässig deutliche Zellmembran. 
Das Protoplasma war hell oder fein granuliert. 

Der Kern war rundlich oder oval und hatte 1-2 Kernkörperchen. 
Mitosen waren überall sichtbar. Die Geschwulstzellen hatten keine 
innige Beziehung mit der Zwischensubstanz, und zwischen den 
einzelnen Zellen war keine feinfibröse Substanz oder Gitterfasern 
aufzufinden. Diese Geschwulstzellen verhielten sich wie die Zellen 
von dem obigen Adenome, demnach den Epithelien des Hoden- 
kanälchens ähnlich und enthielten eine Fettsubstanz, die in der 
Natur derjenigen von Adenomteile identisch und reichlicher als im 
Adenomteil vorhanden war. 

Es ist daher dieser Geschwulstteil freilich nicht sarcomatöser, 
sondern epithelialer Natur d.h. eigentliches Hodencareinom (Car- 
cinoma seminiferum). Dieses Carcinomgewebe machte eine intra- 
kanalikuläre Wucherung in den Adenomteil und bildete ausserdem 
eine Metastase im Samenstrange. 

An der Grenze von Adenom und Careinom gingen die beiden 
Geschwulstzellen in einander über, d.h. das Adenomgewebe geriet 
allmählich in ecarcinomatöse Entartung ein. 

Experimentelle Impfungen dieses Tumors waren erfolgos. 

Am häufigsten und interssantesten unter den Hodengeschwülsten 
ist der sog. grosszellige maligne Hodentumor. Bisher wurde das 
Wesen dieses Tumors von vielen Autoren verschiedentlich gemeint, z. 
B. als das aus dem HıGHMoORschen Körper oder von Zwischenzellen des 
Hodens sich entwickelte Sarcom oder als das Endotheliom. Dennoch 
wird dieser Tumor heutzutage im allgemeinen als Krebs betrachtet 
Über seinen epithelialen Ursprung aber sind die Ansichten der 
Autoren nicht einig. Es gibt verschiedene Theorien. Einige Autoren 
meinen, dieser Tumor sei aus Epithelien der PFLÜGERschen Kanälchen 
des Embryos oder aus unbestimmten Zellen der Hodenanlage oder 
aus SERTOLIschen Zellen entänden, und die anderen sind der Ansicht, 
dass der Tumor den embryonalen od. ausgebildeten Epithelien des 
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Sammenkanalchens seine Entstehung verdanke. Aber noch Andere 
machen verirrte Epithelialkeime verantwontlich oder betrachten ihn. 
als einseitig entwickeltes Teratom. In meinem Fallefan den sich 
keine ortfremden Bestandteile. Daher lag kein Teratom vor. Weil 
der Verf. die Aenlichkeit der Geschwulstzellen und die Ablagerung 
der identischen Fettsubstantzen an den Carcinom- u. Adenomteilen 
und den direckten Ubergang von Adenom zu Carcinom zur Geniige 
beobachtete, glaubt der Verf., dass dieses eigentliche Hodencarcinom 
aus dem Adenom des Hodens entstand, wie es in den anderen 
driisigen Organen der Fall ist. 

Was die Genese der Hodenadenome anbelangt, so sind sie in 
den meisten Fällen als zu dem Teratom gehörige, ortfremde oder 
als aus der Urogenitalanlage sich entwickelte mesodermale Mischge- 
schwulst betrachtet. Das Vorkommen des eigentlichen tubulären 
Adenoms der Hodenkanälchen ist aber sehr selten. Gerade gehört 
der Fall des Verf. zu diesen seltsamen Adenomen,| weil er dem- 
jenigen der teratoiden oder mesodermalen Mischgeschwulst nicht 
entsprach, sondern aus den Epithelien der gewundenen Samenkanäl- 
chen entstanden war. Also kann man aus dem vorliegenden Fall 
annehmen, dass reines Adenoma tubulare seminiferum auch am 
Hoden entsteht und unter gewissen Bedingungen dem Carcinom 
den Ursprung geben kann. (Autoreferat.): 


Erklärung zu Tafeln X-XI 


Fig. 1. Seminom eines 11 jährig. Hundes. 

Fig. 2. Schnittfliche des Tumors. A=Adenom-Teil. G=Carcinom-Teil.. 
Z=Zyste. 

Fig. 3. Rein tubuläres Adenoma seminiferum. Schwache Verg. (Leitz 
2-3). 

Fig. 4. Carcinoma seminiferum. Starke Verg. (Leitz 4-7). 


Kleine Alveolenbildung durch grosse Rundzellen, welche mit fein 


granuliertem Protoplasma und deutlicher Zellmembran versehen sind. 
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内 # 第 2 所 丸大 細胞 性 悪性 腫瘍 

第 1 章 緒 言 D |= BE AB 

第 1 魏 ke 瘍 ) の 診断 に 就 て 

第 3 節 第 5 節 RAPA RA HET 

第 4 ょ BHR RAR 結 
第 3 章 x M 

第 1 節 純 曲 細 性 腺腫 に 就 て 


第 1 章 緒言 
事 他 に 類 な く , 例 へ ば P. DELITALA® は 58 例 の 拭 丸 腫瘍 中 に 癌 腫 36, BR 
#1, Carcinoma Wolfianum I, interstitielles Adenom u. Careinom 各 
1, 1, 肉腫 2, 2, 生 性 腫瘍 10, 
1, 軟骨 腫 1, 診断 不明 1 を 見 た る が 如 し . 動物 に 於 て も 赤 同 様 に し て E. 
JOEST の 家畜 病理 の 記載 を 見 る に ZETTLER (1916) は 馬 35, 3, 和牛 
4, 犬 19, Sil, 363, 2, 2, 計 71 PODS 
KL, 68 例 の 分 類 19, 肉腫 17, S, Atrophie bzw. 
Hypertrophie 7, 6, 腫 も 骨 腫 , 筋腫 , NE, 
腫 , 内 被 細 胞 腫 各 1 例 , Orchidom 2 例 な りき . 内 19 例 の 犬 に 就 て 見 れ ば 
Atrophie 3, 肉腫 及び 冶 腫 各 8 例 な り . 赴 等 の 診断 に 到 り て は 必ず し も 正 
を 得 た ぁ 者 ミ は 云 ひ 難し 腫 瘍 中 人 類 に 於 て 最多 き は 大 細胞 
の 存 より 成 特殊 悪性 腫瘍 な り . 
せら れ , VIRCHOW (1863) は 肉腫 性 癌 腫 ミ 呼べ め . 御徒 来 の 見 解 容易 に 一 
せ ざる より 従 て A 命名 を 避け BIL A 
CASPER, FROHNER 等 に よめ Orchidom od. Orchidoblastom な る 名 の 
許 に 取扱 は れ た り . され き 大 細胞 性 悪性 腫 場 ミ 云 ひ 或 は Orchidom SF 
し 上 を 得 ざ る に 出 で た る 者 に し て HH 
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従 て 病理 組織 に 其 本 を 診 し 適 る 本 
FINS SDR 人 本 に 就 て は 今日 迄 研究 
SF, 面 し て 今日 大 多数 の 研究 家 は 其 本 態 が 上 皮 性 に し て 即ち も 癌 腫 な らん ミ 
の 見 解 に 一 致す り . WAC RM 
けれ ば な り に よれ ば 東京 及び 
7722 頭 中 腫瘍 を 見 た る 者 142 頭 に し て 内 49 例 は Orchidom な め り し ミ 云 ふ が 
mL. 然 ぁ に 本 腫瘍 の 比較 病理 研究 報告 基 少な く , ROD HS 
て は 木村 氏 " の 司 に 於 ける 12 例 , WER? の 犬 に 於 ける 1 例 M. SLyr, H. 
F. HoLMES AND H. G. WELLS の Maus の 28 例 及 び 犬 の 2 例 , 等 
の 外 MONTPELLIER et PoIssoN13 の , Corsy, 
URHG ZA PETIT-PEYRON?? ZIUSERLING®® 例 に 接する も, 

LID GRU ALL. 12 例 の 特 
ミ こし 其 一 部 が 所 調 大 細胞 性 悪性 腫瘍 に 移行 し つ ゝ ある 像 を 見 , ZHD MAI 
BTS SHS SB HED, 本 腫瘍 に 開 す る の 中 心 た る 其 機 
あら ん ミ す ,、 


第 2 章 


BAL 臨 的 所 見 
AA し た り ょ の 外 , 特に すべ き 者 な し 。. 
既往症 。 生 健康 な りき 然るに 約 2 年 生前 左側 に 大 を 生じ ょ 
ょ 、 其 は せ 次 第 に 増大 し 現 症 に 及 べ り . 特に 誘 豆 原因 は 認め ざり きく と ょ . 
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Rie. (初診 昭和 4 年 10 月 10 日 ) 

ERST. 

右 は 大 腫瘍 を 形成 し 股間 に 懸 し , BEREIT TIL 
が 如 し . 

Fit, 昭和 4 年 10 月 21 日 . ペン ト ポ ン スコ ポラ ミン 1cc 注 和 負 及 び Novocain の 局 
1 週 に し て 全治 す . 

2H 摘出 標本 の 肉眼 的 所 見 

部 ミ な る 部 ミ あ り . 
し . (以上 を A 部 ミ 優 定 す ). 

明 に 界 せ られ た る Ze 
2, BUS EIKO 組織 あり HR 
上 の 外面 に 隆 出 し , 
其 周 性 の な る ぁ る 膜 に 被 は る , FR 
A vik US O. DABS S. 

SAS 
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利 に 結 締 織 に より 包 園 せら れ た る 正常 の 副 丸 組織 の 一 部 を 認 

2 A 部 . 2 HO LO RAD) 

外 表 は き 結 締 織 被 膜 に は , 
FEN RHADMELAT. LK 
第 に 分 岐 す . 

腫瘍 組織 は 著 し く 増 殆 せ る 腺 様 小 管 ミ 間 質 ミ よ り め り 成 り , 細 狭 な る 結 締 織 束 
を 隔て > ゝ 大 小 管区 腺 胞 の 密 存 する 部 あり , 或 は 多量 の 結 締 織 の 間 に 粗 に 小 腺 
の 埋 る ゝ 部 あめ, ARESKSTELL 
き , 大 な る ぁ は 0.2mm KIEL, 70—120u KE Fifi & 
な り , & RN SET し 或 は 縦断 面 を 現 は し 長 
ミ な て する 者 多く 、 時 に 分 岐 し 或 は 形 な り , 
する あり . 是 等 腺 管 の 上 皮 細 胞 は 一 般 に 大 な る ぁ る 園 形 , BAD, Streit 
TRY 原形 質 は 多少 微細 な れ ミ 双 
WDB MES BAAD. 時 に 原形 質 が 腔 内 に 向 つ て 長 突起 を 出し 腺 有 
の 大 部 分 を 占有 する あり . SITE TIL 
に 存 す , AKIS 1-2 MBA L, 色 質 一 般 に 貧しく, 胞 
分 割 像 は 中 等 量 に 認 む 
Er 
L Syneytiumzellen を 形成 す . 一 般 
に 固有 膜 不明 に し て 腺 細 胞 が AN 3 Bie 
する 者 あり . 間 結 締 織 は 概して 増生 し , 
胞 消 す . 間 細 胞 は 
BAK 腺 管 の ある 者 は 著しく し 或 は 隣接 の 者 ミ 
ah CHE 0.5mm 以上 ミ な り 性 ミ な る. 
す . BEL HE ANS BE L. 
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行 し て 存在 す . Rid ZN ERDE. 

ZZ, 以上 の 所 見 は 明 に 腺腫 像 を 早 PEE 
ZN EEK L, 其 異 常 増殖 に 由来 せ ち を 思 は し め , 各 細 胞 は 
幼 若 な れき 曲 細 精 管 上 皮 就 中 精 宜 細胞 に 酷似 し , 叉 其 一 部 は 減 胞 細胞 に 類似 
す . 産 精機 能 は 全く 認め ず . 依 選 以上 は 塁 丸 曲 細 精 管 性 腺腫 ミ 診 断 し て 可 な 
め り ミ 信 ぜ ら ろ る . 

- Armen. 壁 内 面 は 一 層 の 上 皮 に 被 は れ 其 一 部 は 増 殆 し 時 に 外 
方 に 向 つ て も 増 す , 
OPENS 腺腫 部 の 夫 に 一 致す . REED 内 容 は 無類 造 コ ョ イド 様 物質 より 成 
, 落 せる 上 及 び 泡 交 の . APES 
し 大 ミ な り 叉 一 方 分 泌 物 の 浦 汐 に より て 形成 せら れ た る 者 な ぁ べ さく 従 て 腺 

4 KR EN ALD 

此 部 は 一 に 細胞 存 し , OTA MEA OM 
分 た れ 更 に 細 き 分 枝 に より て 第 2 の 胞 集 を 形成 せん ミ す . TIER MOG 
締 織 に ょ り め て 上 記 腺 腫 部 の 腺 胞 に 相 党 する 小 胞 梨 に 分 制 せ ら ゃ ゝ ぇ か 見 る も , 
HA 各 腫 細胞 の 配列 は 
Mosaik に 集積 し , Hill Rosetten 形成 あり, Be 
は 結 締 織 梁 材 を 中 心 ミ し て 線 在 性 に 密集 し 内 被 細 胞 腫 に 見 る 如き 像 を 早 す 
る 者 あり . 腫瘍 細胞 は 大 に し て 固定 標本 に て 1216 RAL, BY, HA 
形 , 7s LICR MAME OL, 原形 質 に し て ェ オ ジン 
ALY AO. 常に 微細 粒 性 な れ 色素 
ED AS SDS. 細胞 存 する 部 に 於 て は 時 に 多少 紡 
な する も 原形 質 の 繊維 化 等 は 認め ず . 細胞 核 も 大 に し て 6 一 8z KALA 
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T, AL, 1 個 に 2 ヶ の 
に 認 む べし. = AINE = BLE 7x 
Ae OD 稀 に 一 部 大 結 締 織 に 接する 部 
に 於 て 比較 的 細 き 結 締 織 織 約束 が 生 ヽ 多量 に 党 質 内 に 侵入 する を 見 る の み . 

弾力 繊維 腫瘍 内 を 走る 結 締 織 束 中 に 少量 存する も 内 部 に は 人 如 す . 
SAU BE O 線 を 見 る 事 あ り て 曲 

個々 腫瘍 細胞 の UT 肉腫 に ける 
夫 ミ は 全く 趣 を 異 に す . 

血管 は 一 般 に 少な く , 稀 に 間 質 結 締 織 に 洲 ふ て 小 血 管 を 見 叉 資質 内 に も 新 
生 血 管 の 少 敷 を 見 る . 一 部 に 軽度 の 出血 を 認 む . VENEN FE ENT 
ふ て 見 る べし . 内 は 所 限局 性 小 粘液 り , 小 を 形成 し 

以上 の 所 に 依 れ ば 本 腫瘍 部 は 6 27D ILO 
胞 性 悪性 腫瘍 ミー 致す る 者 に し て , 其 細 胞 の 性 短 は 確 に 上 皮 性 に し て 腺腫 部 
の 上 細 胞 に 酷似 し , = 
L. 

FIT DIO, 
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は 著しく 肥厚 せり . 

5. 癌 腫 部 ミ 腺 腫 部 ミ の 開 係 . 

AMR KREMER 2 > 之 れ を する に 一 部 に 於 て 
AVE TE Ly 同一 腺 胞 内 に 於 て も 腺腫 性 細胞 が 癌 腫 性 細胞 に 移行 する 者 あり . 
叉 移行 部 附近 の 腫 織 は OF Ze 結 締 織 に 
分 に 腺腫 細胞 の 容態 を 帯び , 
に 著 座 し て 規則 的 に 一 層 の 腺腫 部 に 見 た る 如き 大 園 柱 細胞 が 配列 し ; 夫 が 次 
第 に 性 細胞 移行 し つ > 胞 内 を する 者 を 見 る べし . 
は 上 二 的 管内 さ は 全然 を 異 に する 者 な . 

6. 

腺腫 部 及び 癌 腫 部 は 共に 其 細 胞 内 に 多量 の Sudan IT CHAM HS 
れる 脂肪 滴 を 譜 明 すべ く , 腺腫 部 に て は 其 管 腔 内 に も , 同様 の 遊離 脂肪 滴 を 
見 る べき も , 間 質 に 於 て は 全く 是 れ を 認め ず . Nilblausulfat に よる る も 同様 
多量 の 肪 物質 を し , RE 
る 類 脂肪 を 認 む . SRO FT. 
は 腺腫 部 よめ 癌 腫 部 に 到 ゃ に つれ 一 層 増 量 し , 特に Ee RTE 
増す . 

7. Glykogen. 

PE ASG (Sal SEN Glykogen を 含む ミ 云 は る . 余 は 腫瘍 別 出 直 後 
純 ア ルコ ュー ル 及 び CARNOY 液 に 固定 し , カル ミン 柴 色 を 施し て 検 し た る も 
腺腫 部 及び 腫 部 共に れ を 明 す る 能 は 稀 に 細胞 内 に 微量 の 存在 を 
ひ 得 ぁ 程 度 な りき . 

8. 診断 . 

脆性 ミ 診断 すべ き 者 に し て , 
明か な 所 見 あめ . 
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O L. 故に 余 は 腫瘍 
Sl ith ER 4A ヶ月 の 若 2 頭 の 背部 及び 生 
TRIPE KAO. 


第 3 章 考 接 


lai 純 曲 細 精 管 性 腺腫 に 就 て 

VEcHN 2 D1 POM L. BIL ROA 
走 管 の 腺腫 ミ し て R. MEYER (1914) の 例 の 如き あり . され さき 曲 細 精 管 自身 
ゃ 基礎 ミ す る 純 管 に 到 り て は FRA 見 ざる 者 に し て 人 の 殆 ん 

細 精 管 自身 の 増殖 に 基 因 すべ し ミ の IRD AIR Z 
せる は LANGHANS (1887) © な れき, 氏 の 所 調 腺 腫 な る ぁ 者 は 其 腺 細胞 は 訪 
毛 有 し は 粘液 細胞 は 杯 ゃ へ 或 は 重層 表皮 細胞 より 成り 。 更に 
ASR, Tl, 軟骨 等 を 件 ふ 者 な りき . 従 て 氏 の 見 解 は 諸家 の 論 苑 を 免 
UT WiLvws (1896) O SL, Vv. RECKLINGHAU- 
SEN (1895) は WoLFF の 残 に 由 せる 者 ミ し , HUGUENIN (1902) は 
MULLER & & BoRST(1902), GESSNER (1901), OBERN- 
DORFER (1903) 等 は 一 部 原 腎 性 訟 を , 一 部 WILMS の AER U A 
B75. 今 純 細 精 管 性 腺腫 に 就 て 其 報 告 を 廊 獣 に 求む ぁゃ に L. Pick (19 
05) は E. UNGER が 報告 せる 険 陽 者 の IL 
OWE O. KRISTIE 曲 小 管 の 集合 より 
HAD SERTOLI 細胞 の み 
よめ 成る 細 精 管 及び 間 細 胞 の 異常 増 殆 より 成る 者 に し て 氏 は 之 を „‚Adeno- 
“ma tubulare reinster Form” < EV, CHR 0 
\-akl& Präformierte Samenkanälchen jij 3 JRIMHMA 
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ミ な し , HAO Kurz (1898) 及び B. 
(1896) の 例 の 之 れ が 恐らく 同種 の 者 な らん ミ 云 へ り . 面 て 赴 等 は 何れ も 優性 
生 険 陽 の 腹腔 幅 坊 に 見 られ た る 者 な り . 其他 之 れ ミ 同種 の 者 さして HES 
れ た る 者 に E. KAUFMANN (1908) OPH. 3 LECENE et CHEVASSU 
ぁ 者 に し て 之 れ を 細 精 管 の 純 腺 腫 ミ な し LANGHANS の 腺腫 ミ 司 別 す べき 
に し て Präformierte Samenkanälchen の SERTOLI 細胞 より 長生 せる 者 
ミ こせ ら る . され 正常 に 於 て 細 精 管 の 増殖 成る 純 腺 腫 に 到 り て は 
ぁ る 腺 管 の 異常 増 殆 よ り 成 る 者 に し て , 一 部 Pick の 例 に 類似 する も 夫 の 如 
く 細胞 の 増 殆 の みよ り り 成 る に 非 . 間 細胞 の を ふ 事 な し . 
所 的 及び 異種 的 成分 を すし て LANGHANS 
場 ミ 別種 の 者 た る ぁ る は 明 な り . 

余 は 本 例 を 以 て 純 曲 細管 性 腺腫 ミ 見 を ミ な す . 
逃 の 如く 人 類 に 見 る 事 稀 なれ ご も 動物 に 於 て は 時 に 見 得 ら る ゝ 者 の 如 し ゃ . 
他 腺 性 臓器 に TRA PORE 

は 上 記 腺 腫 の 延長 に 過ぎ ず し て 叉 其 内 容 に 精 系 を 含む 事 な し . 

SILA ARE D 肉腫 は 他 種 腫瘍 な ぁ や に 就 て 
WA し く 論議 せら れ た る ぁ る 慮 な り . 錠 を 回 願 す れ ば 本 腫瘍 に 該 営 する 者 は 古く 
は Sarcocele, Medullarsarcom, Fungus, Markschwamm 等 ミ 呼 ば れ , 
VIRCHOW (1863) は 特に 肉腫 性 な ぁ 名 要 す べ き 者 ミ た . MER 
一 般 に 肉腫 ミ 見 す 傾向 あめ , 就 中 DESPRES (1875) Fe RAKAME SO. 
EHRENDORFER (1882) は 其 細胞 の 洲 球 様 形態 及 配 列 細胞 間 細 
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様 物質 の 存在 等 の 所 見 より HIGHMOR 
>. V. HANSEMANN (1595) は 此 種 腫瘍 は 癌 腫 に 非 す し て 肉腫 な り ミ 云 
Oni & 者 な す . STOPPaTO (i911) も FE 
(1930) (SHIT MED 見 地 よ り 間 細 褒 を . 
肉腫 を する は し て KROMPECHER®), VECCHI), 宮田 

SEV, 武具 3 等 の 記載 中 に 現 ち も 大 等 は 稀有 に し て 所 調 大 細胞 性 誤 丸 腫 
HUSH oO. 間 細 胞 性 腫 場 も E. KAUF- 
MANN“, CHEVASSU®, DÜRCK® の 例 あ る も AES 色 
素 を 有する 者 に し て 特殊 稀有 の 者 に 属す . 一 方 本 大 細胞 性 腫瘍 に 就 て は 
KROMPECHER (1898) は (HE 胞 肉腫 の 形 を 探れ る 
腫 な り ミ 云 ひ , CaAvVAZZANI(1904) も 内 被 組 胞 腫 訟 に 賛 す . 更に 一 方 本 腫瘍 
OP MESES 今日 略 的 ミ な れ る あ り , 
Hb BUCS 本 腫瘍 研究 上 の 残さ れ た る 問題 な り . 古 
< PILLIET et CosTEs (1895) PFLÜGER FE k epithe- 
liome seminifere な り ミ の 訟 , MonoD u. TERILLON (1889) の 上 皮 性 迷 芽 
を 認 む る の 傾向 あり て DEBERNARDI (1907) は ,,Die Geschwulstzellen mit 

den Epithelien der Samenkanalchen od. mit ihnen gleichwertigen 

Zellen der embryonalen Hodenanlage in genetischer Verbindung 

stehen und demnach als epithelialer Natur zu betrachten sind” =x 
ひ , Borst (1902) CARES UT 後 年 
ASCHOFF OFF HST (1923. Bd. 1) の 調 細胞 性 肉腫 は 恐らく 
上 皮 性 起 原 を 持つ 者 に し て ,,von indifferenten Zellen d. Hodenanlage 
hervorgehend” ミ 記 し 叉 其 様 な 大 細胞 性 腫瘍 は 恐らく 間 細 胞 よ り も 来る さ 
記す . PETIT-PEYRON (1921) (Safe & AAT SET. 
既に 古く LANGHANS u. KOCHER (!887) (ERNEST 
5% CAUDIERE, HENRY (1923), CUMSTON (1922) 等 の 賛同 あお あり. 更に 進 


3 
る 
& 
4 
| 
3 
= 
q 
q 
q 
3 
4 
2 
3 


281 


CoE SENT BIRT SSO SS, HN 


BIRCH-HIRSCHFELD (1868) (& Glanduläre Krebs = 呼び , TrzzoNI (1876) (&. 


Hodenepithelion ミ 記 し , CHEVASSU (1906) は Epithélioma seminal 
od. Semiome 坂口 氏 (1913) も 人 類 材 料 の 研 
究 に 依り て , 木村 氏 (1917) は 馬 の Orchidom の 研究 よめ 本 は 細 
管 の 完成 され た る る 上皮 よ め り MAT 結論 せり . (1927) は 一 老 
OE 細 精 管 上皮 特に 精 胞 り の AR Ze 
OS. 然るに 等 の 異 な り て 一 方 RIBBERT (1911) 
{einseitig entwickeltes Teratom) あめ , 印 ち 氏 は 2 例 の 此 種 腫瘍 の 組織 中 
こなせ り .。 之 に EWING (1911), O’CROWLEY and MARTLAND (1919), 
SCHLAGENHAUFER (1920), SOUTHAN and LINELL (1923) , 武藤 (1928) “Ed 
0. R. R. ROCHAT (1929) & GEACAME S S 
(1912) (S24 例 中 2 例 及 別に 1 PHS C OIE FE ALES 
EAE TE 義生 する 上 腫 な り ミ 云 ひ , KELLEY, J. E. 
and W. C. HUEPER (1928) も 同様 2 種 の 長生 認め , A. FRANK (1912) は 
SAL NES 大 細胞 性 腫瘍 ミ は 共に 生 殆 細胞 より 誘導 せら る > ぇ 者 に し て 前 
似 の 係 に ある ミ 坂口 (1918) , wp (1927) 等 は 時 に 本 腫瘍 組織 中 軟骨 
を 見 た る も を 間 質 の 化 生 に し 腫 を 承認 せ ざ りき . 以上 の 外 
(1930) は 人 類 材 料 に 就 て 研究 し, 此 種 腫瘍 は 線 て 胞 被 細胞 の 
増 殆 匂 態 せ る 者 の 混合 腫瘍 に し て , HKD Kombination 如何 に よめ 大 
(1) 肉腫 大 細胞 性 肉腫 , 胞 肉腫 ). 
DESPRES, LOSSEN, 
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a. HIGHMOR #8 %& 0, EHRENDORFER. 
b. 細 胞 より, V. HANSEMANN, STOPPATO 4, 
(2) 内 被 細胞 腫 訟 . KROMPECHER, CAVAZZANI. 
上皮 性 . 
a. 脱 見 の PFLÜGER 管 よ り . PILLIET et COSTES. 
b. 上皮 性 迷 芽 より . MONOD u. PERRILLON. 
DEBERNARDI, Borst. 
d. 種子 細胞 & O. LANGHANS u.KOCHER- 
ORTH, H. CAUDIERE, CUMSTON. 
e. SERTOLI 細胞 . PETIT-PEYRON. 
& BIRCH-HIRSCHFELD, TIZZONI 
CHEVASSU, A. FRANK, 坂口 , 木村 , VER, 4. 
(4) RrBBERT, EWING, SCHLAGENHAUFER, O’CROWr- 
LEY u. MARTLAND. SOUTHAN u. LINELL, R. R. ROCHAT, 武藤 . 
(5) A. Veccui, J. E. KELLEY u. W. C. 
HUEPER. 
の 例 に けろ 腫瘍 細胞 は 大 型 類 に し , 豊富 な る 微細 
SSL A. 細胞 中 に 色素 等 な く , S AT 
性 迷 PFLÜGER KO LCS MED SHE. 
ROM < DREH FT verkapptes Teratom に 於 て 
も 何等 か 組織 の を 認め ざる ぁ る べから T 
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屋 腫 を 混在 す ぁ は 2 2A CHA TD 
一 種 の な り ミ 推論 する は の 例 は 腺腫 及 腫 部 を 
土 し て は 全く 同意 する 能 は ず . 次 に 内 被 細胞 腫 訟 も 癌 定 し 得 , 元 來 下松 氏 の 
云 ふ 如く 内 被 細胞 腫 が 大 細胞 性 腫瘍 の 重要 上 且つ HEN 成分 な ぁ や 
は 甚だ 疑問 に し て 余 の 例 に 於 て も 稀 に 細胞 配列 が 内 被 細胞 腫 様 を な す 部 あ 
れ さ ご 細胞 自身 は 明 に 精細 胞 性 な り . 更に 余 が 敷 例 の 人 類 材 料 に 就き 比較 参 療 
— BRK Ze を な し 或 は 間 に 
LA LAD MNS BT. され ミ 其 細胞 は 
別 し 難 し ミ 記 する ぁ る 慮 に し て , 
AML. 細胞 よめ 成る 者 に し て MBO 
な ぁ 造 す る に 過ぎ ず ミ 解せ ら る > ゝ 場合 多 し . 
の を 認め ざる 限り 混合 腫瘍 ミ 解 する ぁ は ら ざ る べし . 

ROPES CS 癌 腫 細胞 は 腺腫 細胞 ミ 性 格 ー に し 共に 細 精 管 上 皮 に 酷 
WAS. 叉 腺腫 に 近 き 部 分 の 癌 細胞 は 人 知多 分 に 腺腫 上 皮 の 風格 を 具 へ 且つ 腺腫 
は 冶 腫 に 直接 移行 する を 認め , 特に 同一 の 管内 に て 雨 種 細胞 の 相 移 行 す る ぁ る の 
像 を 認め , 或 は 叉 重 性 を 含有 する 同性 質 肪 物質 腺腫 部 より 
腫 部 に 移行 する ぁゃ に つれ 次 第 に 増量 し つ 多量 に 存在 する の 事 より 
大 細 細 胞 腫瘍 は 細 精 管 上 度 よ A 事 を 信ずる は 勿論 
に し て , 更に 其 機軸 て は 曲 細 精 管 上 皮 基礎 ミ LE 
次 で 其 一 部 が 癌 腫 に 各 性 移行 する 事 あ る ぁ を 確信 す . 元 よ め 腺 腫 な る 過程 な く 
し て 直ちに を 見 る 場合 あら ん も , BA 
で 癌 腫 の 成立 ミ 同様 に 先 づ 夫 自 身 の 腺腫 を 秦 生 し 夫 が 叉 良く 癌 腫 の 母 地 た 
得 事 宛 も 々 腫 が 乳 冶 に 性 する が 如 し . EICH 
られ た る 殆 き な し . SRBO TARGA PE 
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す . 例 へ ば 木村 氏 の に 於 ける 第 8 S 
き 或 は SCHLEGEL ® ABER TENE PERO 
ふ に 足 る 者 あれ ば な 0 . ILS DD NE 
の 移行 型 あ 見 る 事 其 だ 稀 な ぁ る は 何故 な る ぁ か . M. SCHLEGEL® F-1<¢, FH 
REPENS SEHE 早期 に 癌 腫 に 移行 する 者 に し て 四 丸 腫瘍 ミ し て 見 出す 時 は 
LIB ST. され ば 早期 に する ぁ に 非 ざれ ば 余 の 
例 の 如き 腺腫 及 へ の 移行 を し , 従 て 其 生 明か に な し 得る 事 
SHRANL. 
SAFES 

AS (SAKE ILO TEA L, 時 に 著 る し き 大 さ に 達する も 常に 
& PRR PRIS AU CBE O. FI 2 
TE BIS LOS Rosetten 形成 を 見 
2. 其 腫 瘍 細胞 は 上 記 の 如き 特徴 あ 有 し 細 精 管 上 皮 に 類似 す ぁ を 以 て 容易 に 
診断 し 得 べ き 者 な り . 然るに 従来 其 診断 の 容易 に 決 せ られ ざり し は 本 腫瘍 が 
SF LT 内 部 に 於 ける 持 増殖 に より 細 
胞 は し し 易く , 叉 腫瘍 細胞 は 固定 に し 特に 過敏 性 な る 
に 其 見 不定 を 招 れ ば な り , 就 中 人 類 の 夫 に 於 て 然 り . へ ば E. KAU- 
FMANN は 通常 固定 液 に あり て は 細胞 は 容易 に し め に 細胞 間 様 
物質 の 存在 を 思 は し め ら れ , 邊 め に 屋 て 肉腫 ミ 誤 診 せ すら ゃ ゝ な り ミ 云 ふ . さ 
新鮮 材料 に 就き 且つ 格子 の 態度 等 を 栓 すれ ば 容易 に 
診断 し 得 べ し 。 LANGHANS® (1890), は 本 腫瘍 細胞 中 Glykogen の 常に 存 
在 す る ぁ て 以 STOPPATO™, FRANK®), E. KAUFMANN®, At, 
Bum, 李 等 承認 し 就 中 坂口 氏 は 長く 不適 洛 る 固定 液 中 
に 保存 せる 者 に も 人 を LG 其 存 在 は 診断 上 重要 な る 所 見 
ミ こなす , 証 て 脂肪 物質 に 於 て は 是 等 諸家 の 多く は 殆 き 見 ぐる か 叉 は 軽度 に 見 
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され ミー 方 本 腫瘍 が 早期 に 高度 に 脂肪 に 事 あ ぁ は に 
DAIL HS TH Glykogen を 如 せり . JX 
RD, 特に 多量 の 重 屈 折 性 脂肪 
BENS O, 就 中 癌 腫 部 は 其 初 期 に も 不 拘 著 明 な めき . 

Elf Glycogen が 診断 上 必ず し も 一 定 不 匂 の 特殊 表 微 に は 非 さ ぐる 者 な 
る が 如く DEBERNARDII? の 4 
脂肪 所 見 る 本 診断 上 等 附 す べから ざる 者 ミ 信 ず . 即ち 本 例 に 於 
ける 多量 の 脂肪 沈 は の 結果 の み に IEF UT 原 の 者 な ぁ さく 
此 種 腫瘍 が 一 般 に 早期 に 角 性 に 阿 り 易 き は 高度 の 脂 mar の 結果 な らむ . Hr 
て 高度 の こそ 本 の 特徴 な ら ず や ミ す . 

最後 に 本 腫 場 の 名 命 に 就 て 一 言 せ ん に 木村 氏 は AEESEHTER 2 8 Or- 
chidom な る 名 和 が 好適 な り ミ 推 賞 す . され ご Orchidom な る 名 稀 は Kırr 
AHS ALO Seminom Carcinoma seminiferum な る る 固 

SERBS CRT 

を 消失 しむ . 事 少 な く 一 方 に 排 せら ゃ を 多 ミ 
す . 

TT 血行 に は な り , Str 
DS HOM し . て 本 腫瘍 の 進行 は 一 般 に 迅速 に し 
て 特に 幼年 者 を 時 に 著 し , SHS VET OT EHREN- 
DORFER 5 10 年 を 要 し た る 例 を 記す . 
き て より 1 ヶ年 を 経過 せる 者 に し て 其 大 部 分 は 良性 腺腫 な りき . RIK 
取れ る 例 中 に は の 例 の 如く 始め は 腺腫 に し て AW OD 2p 
せる 者 あぁ は 推測 し 得 ぁ 慮 な り . 
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余 の 本 腫瘍 犬 は 約 2 HE し 別 出 術 を 受け た り . 其 腫 
瘍 の 性 今日 知る に 由 な きも 現 腫瘍 が 前 の 再 義 ミ は 見 難し , 何 
大 部 分 は 腺腫 に し て REO — 
過ぎ さざれ ば な り . 面 て 此 癌 腫 部 は 極 て 初期 の 状態 に あれ ご 腺腫 部 に 向 つ て 
Ae FEIN Ze BED O. 本 腫 は 早期 に 
を 介し て 軸 移 形成 あな し 得 べ き 事 諸家 の 見 解 に 一 致す . 
第 5 RT 

動物 に 於 て は 常に 高齢 者 を (ZF, Schlegel ® に よれ ば 馬 に HET 7 一 20 
wi, 犬 に 於 て ょ 一 !7 歳 の 間 を 上 下す ミ . ROMS 11 BROS. 人 類 に あり 
て は 最多 く 成 就 年 齢 分 30 一 40 FEI HS THAT, (KAUFMANN, CHEVASSU, 
坂口 , FRANK, A., VECCHI, DEBERNARDI, EHRENDORFER)。 321i 
t 幼年 者 を 伺 す 傾向 閉 明 に し て 其 報 告 も BHO. 試 に LUDLow Cit. 
n. KROMPECHER) の 統計 を 引用 する に 51 例 中 5 ED F 5 例 , 15— 2055 1 Pl, 
20—30 7g 11 例 , 30 一 40 5522 Hil, 40 一 50 BE 50 一 70 歳 各 6 例 な り . 印 本 
腫 傷 は 特に 先天 性 素因 を 有する の 感 を 深 か ら し む . 3X M. SLYE, HoLMES 
and WELLS? は 19000 Maus 中 約 生 の 雄性 中 28 例 に 腫瘍 を 見 た 
皆 同 血族 に せる 者 に し て 本 腫瘍 の に は 億 的 影響 の 大 
る を 主張 せり . SED 2, ROS FINE 
武藤 氏 は 其 例 全部 に 於 て 外 優 の 症 を 認め た り ミ . 

丸 腫 瘍 の 8.85 %, HIGGINS3$ は 11—22 動物 に 於 て 
も SCHLEGEL ② に よれ ば 馬 の 32 例 中 11 例 , 犬 の 19 例 中 3 例 は 潜在 加 丸 に 
BE OS. 臓器 位置 異常 は 腫瘍 に し 素因 を る 事 周 

Bet GER HE, & 2 に 
支配 せら る > 事 多 き を 感 ず . 


= 
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第 4 章 結論 
0. 
45 OF LT Carcinoma seminiferum = 
精 管 性 腺腫 (Adenoma tubulare seminiferum reinster Form) KOMEE 
を 長生 する 者 な 0. 
二 次 的 敵性 化 に より て 出現 する BASS SUL HS 
BIER OH ASTOML. 
も る 事 あ る も Glykogen は 本 腫瘍 細胞 内 に 常 存する ぁ ミ は 限ら ざる 如 し . 
re COVER, 年 齢 的 素因 或 は 異常 位置 に 
ょ る 素因 ) に 開 係 する 事 大 な 0. 
) 本 の 移植 は 同種 間 に て も 其 困難 な り . 
し 教授 の 懇切 な る 御 指導 に 西部 教授 の 有 な る 御 助 言 を 
CRAFT. 
2684, 4% 24 4 GR) 
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Fig. 1. 11 の 犬 の 精細 胞 
Fig. 2. Z— BENE, 
・ 純 細 精 性 , 
Fig. 4 大 細胞 り 成 る 小 胞 成 . 細胞 微 細 
性 原形 質 明 な る 細胞 た 有 す 
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統計 に は 種々 を の ね ら ひ 所 が あり ます が か が , HIOMMO ANS 2 Oh 
BEALL, 何れ に 少 い か ミ ふ こ ミ ち 臓 器 に 分 類 し た 頻度 を 
の に あり ます . TEN HER TH 
り ま す が 更 に を 世界 各 な 統計 成績 ミ 比 較 す OD 研 
完 題 が を そこ に 生れ て る あこ ミミ 思ひ ます . 
に 御 願 ひ を し て 材料 を 集め あて 居 ま す . 右 の 調査 研究 に 土 TER CR 
KO BROOME な か な か 面白 いも の が あり ます . 勿論 
理解 の 統計 も 必要 で あり ます が , 病院 各 室 の 成績 
を たい ミ 思ひ ます . 約 バ 上 の の 主任 教授 の 々 へ は 御 
を 致し まし た が , TE OK 
OST. 

本 誌 に 例 を 掲載 いた し ま 
MOTH STEW OTT. 

AUT TRE OBES KLE 

CEA EG] HED CPT CAT: の TAKSY 
いと 思っ つて 局 り ます 。 
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(西野 教授 ) 
(1920 Aug.—1929 Dec.) 
入院 患者 
10.980 6.483 te 4.507 
fil 
Iii 部 位 | 数 | 
1 
a 10 9 1 
Bos 2 1 1 
ii 1 : : 
肺 16 12 
Mi 1 0 
iF S4 53 | 3 
na 3 2 | 1 
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長 MX 郎 


和 六 年 上 一 月 は こ いふ いや な 月 で あぁ つた , 
CH OPER CH O FE CHOK A 
つた . 
SPR GRID, 土肥 博士 の 如き は 手術 に よ つ て 直腸 部 の 完全 な 治 
拉 を 見 た に も 拘ら 5 結 局 根治 は 出来 な か つた ら LS, 不幸 肝臓 内 
移 の た め に 倒れ られ た . 腫 の 防 治療 の 良 法 を 研究 す 
る ミ を 最後 の 目的 ミ す る 研究 の 主 者 か の 如く 相 
いで , LIE KA 
て , MAES 世界 人 の 共同 
LT, 人 は 一 力 し て 研究 を 績 け 
FCM Cs, ADU BMT AM CAD, IEE S AG 
ミ の 開 係 を 述べ て , 微 意 表し 雨 先 生 を 永 に 記念 し た い 
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式 L た の は 明治 四 ト 二 年 四 月 六 日 で あめ , 
DEE CHO. 本 多雨 博 


上 が , Ch, NT 


Ae られる. 同年 規則 が 改正 せら れ て , 
た . GAD. OTR 
られ た こ ミ は 誠に 感謝 に 堪 へ な い 所 で ある . 

FFF HER LIDS, AGS LTA GOR 
られ た 和 候 で ある が 然し , 其 外 に 告 一 つの 個人 的 な 動機 が あつ た や 
う で ある . BAN ATHENS Gtr, CHA 
の 機 答 に 於 て も 折々 物語 られ た 次 の よう な 小話 で ある MA 
CARA, 子 層 は 右 類 部 に 腫瘍 を 病 ま れ た こ ミ が ある , 
諸 家 は を 腫 ミ 診 定 し , 結局 高木 築 が 執刀 , 橋 
STEEL 腫瘍 を 切除 摘出 
Lt, 2 A Lt, WA HG 
本 博士 は , 完全 に 治 つ た の な ら ば , HHNILREOKR CY DT 
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の だ る ろ ぅ は れ た , 甚だ 慣 し て る 

CHG ASTM Caml Lis CHA. この 一 
面白 い 話 で ある F 
の で ある , 自分 が その 能 い 見 本 で ある , RIOGRISIGACKIR HA 
み が あ る ミ いふ ー つ の 信念 を 持つ て 居 ら れ た ら Li EEE 
が 本 副 の 任 を 受諾 せら れ た 一 動機 で ゎ あつ た ろう ぅ ミ BARS Hr 

で ある , SO, 

院 を 始め ミ し , 


に 上 つて 居る . LOC SCS MRO AI 6 tr 
て ゐ た が よく 解る. 


出來 で ある . 

その 危 へ られ 終 に せら れ た 其 前 後に て 
の 各 方 面 か ら , ME Gt, 感謝 せら れ , Bae tot, Zt 
れ た 人 は 落し 稀有 で ある ろう ぅ . 
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大 正三 年 一 月 , AS LT RA 
肥 博 は 其 一 人 で ぁ つ た. 
72. MMRAES し て は 本 立 の 最も 熱心 な る 主唱 者 で あり 且つ 
HO TAO 大 正二 年 四 月 
損失 で あつ た が か , 6 NES. 
CH DO CHEB 2 RS LAS 
後 も 評議 員 ミ LUCA N 2 SOR. 
FF OG od IEW Che & 


に 放射 線 療 法 を 施行 し 始め た の で ある . 
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る 先 の 一 人 で , 
て も 放射 線 療 法 を 試用 し , 
た る を 以 て , 冶 研 究 食 の 事業 ミ し て 更に 多 敷 の 敵 患者 に 就き て 博 
上 指導 の 下 に 放射 線 の 炒 力 如何 を 失 侍 せん ミ し た の で ある . HR 
此 目 的 に 使用 せる る ラ ヂ ウ ム は 直上 肥 自身 所 の も 
教室 の も の を 用 る ゐ てゐ た , 其 量 必 し も 充分 な ら ず , RAI 
ite O OA O ORE 4 ATT SIS 
ED? — Ze AS OD 
OMe 22 BES RTA TCH MHS BAB BBO A 
備 は る に 至り , CH Fart. UT, 
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・ 研 究 所 及 治 療 所 建設 選定 に す る 件 
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$85) 原稿 募集 に る 件 
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— BEI Ca CRD. 夫 れ に す る 研究 及 研究 
DRECHAOLLT, 同治 療 の 建設 , 
開 す る 業績 へ の 授賞 , 研究 費 の 補助 に に する 
ha TH 0 ます, SHES し て 人 諸氏 の 論文 , 
LTE OST. 
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